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漆
　

さ

き

税
務
調
査
か
ら
犯
則
調
査
へ
の
資
料
の
流
用
に
つ
い
て

―
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
比
較

―

は
じ
め
に

一　

日　

本

　

㈠　

調
査
手
続
に
お
い
て
保
障
さ
れ
る
納
税
者
の
権
利

　
　

１　

令
状
主
義
と
自
己
負
罪
免
除
特
権

　
　

２　

川
崎
民
商
事
件

　

㈡　

税
務
調
査
と
犯
則
調
査
の
境
界

　
　

１　

税
務
調
査

　
　

２　

犯
則
調
査

　
　

３　

税
務
調
査
と
犯
則
調
査
の
境
界

　

㈢　

証
拠
資
料
の
扱
い

二　

カ
ナ
ダ

　

㈠　

調
査
に
関
す
る
憲
章
の
権
利

　
　

１　

憲
章
七
条

　
　

２　

憲
章
八
条

　

㈡　

税
務
調
査
と
犯
則
調
査
の
境
界

　
　

１　

税
務
調
査

　
　

２　

犯
則
調
査

　
　

３　

税
務
調
査
と
犯
則
調
査
の
境
界

―
主
要
目
的
基
準

　

㈢　

証
拠
資
料
の
扱
い

　
　

１ 　

税
務
調
査
で
得
た
証
拠
が
「
強
制
さ
れ
た
証
拠
」
に
あ
た
る
可

能
性

　
　

２　

犯
則
調
査
の
開
始
時
期
認
定
の
前
倒
し

三　

日
本
と
の
比
較

　

㈠　

憲
法
／
憲
章
の
権
利
に
つ
い
て

　

㈡　

証
拠
資
料
の
扱
い

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

　

情
報
の
重
要
性
・
有
用
性
が
高
ま
り
続
け
る
現
代
に
お
い
て
、
そ
の
適
正
な
取
扱
い
は
切
実
な
問
題
で
あ
る
。
行
政
分
野
に
お
い
て
も
、

行
政
活
動
の
範
囲
が
多
岐
に
わ
た
る
に
つ
れ
、
多
様
な
情
報
が
行
政
機
関
に
集
中
し
、
そ
の
管
理
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
中
で
も
、

行
政
機
関
内
部
に
お
け
る
情
報
の
相
互
利
用
は
、
行
政
の
効
率
向
上
に
は
資
す
る
も
の
の
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
は

無
制
限
に
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
行
政
機
関
内
部
の
情
報
の
相
互
利
用
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
法
的
統
制
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
税
務
調
査
と
い
う
行
政
調
査
の
過
程
で
獲
得
さ
れ
た
情
報
や
資
料
を
、
準
刑
事
手
続
た
る
犯
則
調
査
に
お

い
て
用
い
る
こ
と
、
及
び
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
、
日
本
と
カ
ナ
ダ
を
比
較
し
な
が
ら
検
討
す（
1
）る。

　

日
本
で
は
、
税
務
調
査
と
犯
則
調
査
が
制
度
上
分
断
さ
れ
て
お
り
、
税
務
調
査
か
ら
犯
則
調
査
へ
の
資
料
の
流
用
を
基
本
的
に
は
想
定

し
て
い
な
い
が
、
判
例
及
び
実
務
で
は
税
務
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
資
料
を
犯
則
手
続
に
お
い
て
流
用
す
る
こ
と
は
一
定
程
度
許
容
さ

れ
て
い（
2
）る。

そ
し
て
そ
の
許
容
範
囲
か
ら
逸
脱
し
た
部
分
に
つ
き
、
事
後
的
な
救
済
と
し
て
の
公
判
段
階
で
の
証
拠
排
除
に
つ
い
て
は
、

日
本
で
は
、
質
問
検
査
権
の
運
用
違
憲
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
い（
3
）る。
一
方
カ
ナ
ダ
で
は
、
証
拠
資
料
の
流
用
が
基
本
的

に
許
さ
れ
て
い
る
点
で
日
本
と
は
大
き
く
異
な
り
、
制
度
上
の
分
断
や
事
前
手
続
の
整
備
と
い
う
方
法
で
は
な
く
、
公
判
段
階
で
の
裁
判

所
に
よ
る
実
質
判
断
に
よ
っ
て
証
拠
を
排
除
す
る
こ
と
で
主
に
納
税
者
の
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
税
務
調
査
か
ら
犯
則

調
査
へ
の
資
料
流
用
に
つ
き
、
入
口
に
お
け
る
保
護
と
出
口
に
お
け
る
救
済
と
い
う
方
法
論
の
違
い
で
あ
る
と
共
に
、
納
税
者
の
権
利
保

護
と
逋
脱
犯
の
摘
発
に
よ
る
適
正
な
税
制
の
運
用
と
い
う
二
つ
の
利
益
を
ど
う
衡
量
す
る
か
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
税
務
調
査
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
資
料
を
逋
脱
犯
の
刑
事
手
続
内
に
お
い
て
流
用
す
る
こ
と
の
可
否
と
そ
の
証
拠
排
除
と

い
う
二
つ
の
要
素
に
お
い
て
、
納
税
者
の
権
利
保
護
と
逋
脱
犯
の
告
発
と
い
う
二
つ
の
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
ら
れ
て
い
る
と
い
う
視
点
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を
提
起
す
る
。
ま
た
、
そ
の
視
点
に
立
て
ば
日
本
と
は
異
な
る
方
法
で
対
処
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
、
実
際
の
制
度
運

用
の
紹
介
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
日
本
に
お
け
る
納
税
者
の
権
利
及
び
税
務
・
犯
則
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
簡
単
に
俯
瞰
し
た
後
、

カ
ナ
ダ
の
制
度
に
触
れ
る
も
の
と
す
る
。
そ
の
後
、
両
国
の
比
較
を
通
し
て
、
カ
ナ
ダ
の
制
度
の
下
で
の
証
拠
排
除
に
よ
る
納
税
者
の
保

護
に
つ
い
て
、
日
本
へ
の
示
唆
を
検
討
す
る
。

一　

日　

本

　

本
稿
で
は
、
課
税
処
分
の
た
め
の
調
査
権
を
税
務
調
査
、
犯
則
事
件
の
た
め
の
調
査
権
を
犯
則
調
査
と
呼
び
、
こ
れ
ら
二
つ
の
調
査
権

に
つ
い
て
論
じ
る
。
ま
た
、
質
問
検
査
権
と
は
、
税
務
職
員
に
よ
る
税
務
調
査
の
根
拠
と
し
て
各
税
法
（
所
得
税
法
二
三
四
条
、
法
人
税
法

一
五
三
条
以
下
、
相
続
税
法
六
〇
条
等
）
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
ま
ず
調
査
に
関
わ
る
憲
法
上
の
権
利
及
び
そ
の
保
障

の
範
囲
に
つ
い
て
確
認
し
た
後
、
日
本
の
税
務
調
査
及
び
犯
則
調
査
の
境
界
、
及
び
そ
の
間
の
資
料
の
流
用
と
憲
法
の
保
障
に
つ
い
て
論

じ
る
。

㈠　

調
査
手
続
に
お
い
て
保
障
さ
れ
る
納
税
者
の
権
利

1　

令
状
主
義
と
自
己
負
罪
免
除
特
権

　

憲
法
三
五
条
は
令
状
主
義
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
当
初
立
法
者
・
学
説
と
も
に
、
直
接
に
は
刑
事
手
続
に
関
す
る
も
の
と
解
し
、
行
政

手
続
に
対
す
る
「
直
接
の
」
適
用
は
否
定
さ
れ
て
い
た（
4
）が、
そ
の
行
政
手
続
へ
の
直
接
適
用
の
き
っ
か
け
が
後
述
す
る
川
崎
民
商
事
件

（
最
大
判
昭
和
四
七
年
一
一
月
二
二
日
刑
集
二
六
巻
九
号
五
五
四
頁
、
以
下
川
崎
民
商
事
件
と
す
る
）
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
多
く
見
ら
れ（
5
）る。

　

ま
た
、
同
三
八
条
一
項
は
、
自
己
負
罪
拒
否
特
権
を
定
め
て
い
る
。
行
政
上
の
供
述
義
務
と
同
三
八
条
一
項
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
行
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政
調
査
に
よ
っ
て
取
得
収
集
さ
れ
た
情
報
資
料
の
刑
事
手
続
に
お
け
る
利
用
可
能
性
と
い
う
問
題
が
長
ら
く
意
識
さ
れ
、
行
政
手
続
に
対

す
る
保
護
の
適
用
の
有
無
に
関
し
て
は
同
三
五
条
と
同
じ
く
、
川
崎
民
商
事
件
が
指
導
的
判
例
と
し
て
知
ら
れ
る
。
同
三
八
条
一
項
も
ま

た
、
立
法
当
初
は
刑
事
手
続
に
の
み
適
用
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た（
6
）が、
川
崎
民
商
事
件
以
前
の
行
政
手
続
に
関
す
る
判
例
に
も
、

同
三
八
条
一
項
の
保
障
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
一
応
の
前
提
と
し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ（
7
）る。

2　

川
崎
民
商
事
件

　

川
崎
民
商
事
件
で
は
、
同
三
五
条
の
保
障
は
行
政
手
続
に
も
及
ぶ
が
、
税
務
調
査
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
・
必
要
性
か
ら
、
令
状
が

な
く
と
も
憲
法
違
反
と
は
言
え
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。

　

当
該
事
件
で
は
、
令
状
が
不
要
と
さ
れ
た
理
由
に
つ
き
、
質
問
検
査
権
の
性
質
と
し
て
、
①
刑
事
責
任
追
及
を
目
的
と
す
る
性
質
を
有

し
て
い
な
い
こ
と
、
②
刑
事
責
任
追
及
の
た
め
の
資
料
の
取
得
・
収
集
に
直
接
結
び
つ
く
作
用
を
一
般
的
に
有
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、

③
強
制
の
態
様
が
間
接
強
制
に
止
ま
っ
て
お
り
直
接
強
制
と
同
視
す
べ
き
程
度
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
、
④
公
益
上
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
目
的
・
手
段
の
間
の
均
衡
を
逸
し
て
い
な
い
こ
と
、
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
要
素
が
、
令
状
を
要
し
な
い
と
い
う

結
論
に
対
し
て
持
つ
重
要
性
、
及
び
相
互
の
関
係
性
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な（
8
）い。

　

こ
れ
に
つ
き
、
①
②
の
要
素
に
重
点
を
置
き
、
刑
事
手
続
と
の
類
似
性
を
重
視
し
て
い
る
、
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ（
9
）る。

こ
の
よ
う

な
理
解
に
立
つ
と
、
③
④
の
要
素
は
傍
論
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
三
五
条
の
解
釈
と
し
て
で
は
な
く
、
比
例
原
則
と
の
関
係
に
お

い
て
質
問
検
査
権
に
問
題
と
す
べ
き
点
が
な
い
旨
を
付
言
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
）
10
（

い
、
と
の
理
解
が
成
り
立
）
11
（

つ
。
す
る
と
、
同
三
五
条
の
保

障
は
、
刑
事
手
続
類
似
性
と
そ
の
上
で
の
対
立
利
益
の
権
衡
と
な
り
、
後
述
の
カ
ナ
ダ
の
憲
章
八
条
の
構
造
に
類
似
す
る
。

　

ま
た
本
件
は
、
税
務
調
査
か
ら
犯
則
調
査
へ
と
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
税
務
調
査
が
「
刑
事
責
任
追
及
の
た
め
の
資

料
の
取
得
収
集
に
直
接
結
び
つ
く
作
用
を
一
般
的
に
有
す
る
も
の
と
認
め
る
べ
き
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
と
し
、
税
務
調
査
に
は
令
状
が

な
く
と
も
憲
法
三
五
条
違
反
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
）
12
（
た
。
ま
た
同
三
八
条
一
項
に
つ
き
、
刑
事
手
続
以
外
に
も
保
障
が
及
ぶ
が
、
税
務
調
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査
は
刑
事
責
任
の
追
及
を
目
的
と
せ
ず
、
刑
事
責
任
追
及
の
た
め
の
資
料
の
取
得
収
集
に
直
接
結
び
つ
く
作
用
を
有
さ
な
い
こ
と
、
公
益

上
の
必
要
性
合
理
性
の
存
す
る
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
、
行
政
手
続
た
る
税
務
調
査
に
は
同
三
八
条
一
項
は
及
ば
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。

　

一
方
、
国
税
犯
則
取
締
法
に
よ
る
犯
則
調
査
は
、
学
説
で
は
「
犯
則
の
存
在
す
る
こ
と
の
嫌
疑
の
下
に
、
通
告
処
分
又
は
告
発
を
終
極

の
目
標
と
し
て
行
う
犯
則
者
及
び
証
拠
を
発
見
・
収
集
す
る
手
段
で
あ
る
か
ら
、
形
式
的
に
は
行
政
手
続
で
あ
っ
て
も
実
質
的
に
は
刑
事

手
続
に
近
い
性
格
を
有
す
）
13
（

る
」
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
学
説
判
例
の
双
方
に
お
い
て
、
犯
則
調
査
は
、
臨
検
・
捜
索
及
び
差
押
は
、

犯
罪
調
査
の
た
め
の
強
制
処
分
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
は
同
三
五
条
の
適
用
が
あ
り
、
裁
判
官
の
令
状
が
な
け
れ
ば
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
、
と
さ
）
14
（

れ
、
国
税
犯
則
取
締
法
が
、
臨
検
・
捜
索
ま
た
は
差
押
に
つ
い
て
予
め
裁
判
官
の
許
可
を
得
る
こ
と
を
要

求
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
）
15
（
る
。
同
三
八
条
一
項
に
つ
い
て
も
、
犯
則
調
査
に
は
供
述
拒
否
権
の
保
障
が
及
ぶ
も

の
と
さ
れ
た
（
最
判
昭
和
五
九
年
三
月
二
七
日
刑
集
三
八
巻
五
号
二
〇
三
七
頁
、
以
下
「
昭
和
五
九
年
判
決
」
と
す
る
）。
昭
和
五
九
年
判
決
は
、
川

崎
民
商
事
件
を
引
用
の
上
、
同
三
八
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
供
述
拒
否
権
の
保
障
は
、
純
然
た
る
刑
事
手
続
の
ほ
か
、「
対
象
と
な
る
者

が
自
己
の
刑
事
上
の
責
任
追
及
の
た
め
の
資
料
の
取
得
収
集
に
直
接
結
び
つ
く
作
用
を
一
般
的
に
有
す
る
手
続
に
は
ひ
と
し
く
及
ぶ
」
と

述
べ
、
租
税
犯
則
調
査
は
そ
れ
に
あ
た
る
と
し
た
。

㈡　

税
務
調
査
と
犯
則
調
査
の
境
界

　

各
税
法
で
は
、
税
務
調
査
の
た
め
の
質
問
検
査
権
に
つ
き
、「
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
規

定
さ
れ
（
所
税
二
三
四
条
二
項
、
法
税
一
五
六
条
、
消
費
税
法
六
二
条
六
項
等
）、
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
税
務
調
査
と
犯
則
調
査
の
た
め
の
権
限

が
峻
別
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
制
度
と
し
て
は
、
主
に
担
当
部
署
に
よ
る
区
別
が
な
さ
れ
て
お
り
、
租
税
犯
則
調
査
は
、
権
限
を
与
え
ら

れ
た
収
税
官
吏
の
み
が
行
）
16
（

う
。
以
下
に
、
日
本
に
お
け
る
税
務
調
査
と
犯
則
調
査
の
仕
組
み
を
簡
単
に
確
認
す
る
。
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1　

税
務
調
査

　

質
問
検
査
権
の
下
で
の
税
務
調
査
は
税
務
職
員
に
よ
り
行
わ
れ
、
罰
則
に
よ
り
担
保
さ
れ
た
間
接
強
制
で
あ
る
（
所
税
二
四
二
条
八
号
、

法
税
一
六
二
条
二
号
、
相
税
七
〇
条
二
〜
五
号
等
）。
調
査
に
際
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
調
査
日
時
な
ど
を
予
め
通
知
す
る
こ
と
と
さ
）
17
（
れ
、

身
分
証
の
携
帯
・
提
示
に
つ
い
て
も
法
定
さ
れ
て
い
る
（
所
税
二
三
六
条
、
法
税
一
五
七
条
、
相
税
六
〇
条
三
項
等
）。
ま
た
、
税
務
調
査
は
租

税
の
公
平
・
確
実
な
賦
課
徴
収
の
た
め
に
必
要
な
資
料
の
取
得
収
集
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
犯
則
の
調
査
を
目
的
と
す
る
も
の

で
は
な
く
（
所
税
二
三
四
条
二
項
、
法
税
一
五
六
条
、
消
税
六
二
条
六
項
等
。
最
決
平
成
一
六
年
一
月
二
〇
日
刑
集
五
八
巻
一
号
二
六
頁
、
以
下
「
平
成

一
六
年
決
定
」
と
い
う
）、
犯
則
調
査
に
結
び
つ
く
作
用
を
一
般
的
に
有
す
る
も
の
で
は
な
い
（
川
崎
民
商
事
件
）。
前
述
の
よ
う
に
、
判
例

で
は
、
純
粋
な
行
政
調
査
と
さ
れ
る
税
務
調
査
に
は
、
憲
法
三
五
条
及
び
三
八
条
一
項
は
適
用
が
な
い
も
の
と
さ
れ
る
（
最
判
昭
和
五
八

年
七
月
一
四
日
月
報
三
〇
巻
一
号
一
五
一
頁
）。
一
方
で
、
学
説
で
は
、
制
度
自
体
は
違
憲
で
は
な
い
が
、
事
案
に
よ
り
、
質
問
検
査
権
の
行

使
に
つ
き
、
運
用
違
憲
が
論
じ
ら
れ
得
る
と
考
え
ら
れ
て
い
）
18
（

る
。

　

税
務
調
査
は
、
原
則
と
し
て
納
税
者
本
人
の
立
会
い
の
下
に
行
わ
れ
る
が
、
納
税
者
は
、
税
務
代
理
を
委
嘱
し
た
税
理
士
を
税
務
調
査

に
立
ち
会
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
税
理
士
法
二
条
一
項
）。
税
務
調
査
に
お
い
て
申
告
内
容
に
誤
り
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
納
税
者
に
は

申
告
の
誤
り
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
）
19
（
る
。
税
務
職
員
が
申
告
内
容
の
誤
り
を
是
正
す
る
た
め
の
修
正
申
告
を
勧
め
る
際
に

は
、
修
正
申
告
等
に
係
る
異
議
申
立
て
や
審
査
請
求
が
で
き
な
い
こ
と
や
延
滞
税
及
び
加
算
税
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
今

後
の
申
告
や
帳
簿
書
類
の
記
帳
な
ど
に
関
し
て
指
導
事
項
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
る
。
納
税
者
が
修
正
申

告
な
ど
の
勧
め
に
応
じ
な
い
場
合
に
は
、
税
務
署
長
が
更
正
又
は
決
定
を
行
い
、
納
税
者
の
も
と
に
更
正
通
知
書
や
決
定
通
知
書
が
送
付

さ
れ
）
20
（

る
。
税
務
調
査
の
結
果
、
申
告
内
容
に
誤
り
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
必
要
と
思
わ
れ
る
指
導
等
が
な
さ
れ
、
調
査
は
終
了
と

な
）
21
（
る
。

　

こ
の
よ
う
に
制
度
上
の
税
務
調
査
は
租
税
の
適
正
な
賦
課
徴
収
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
調
査
の
結
果
に
よ
り
修
正
申
告
或
い
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は
更
正
・
決
定
に
至
る
に
せ
よ
、
何
事
も
な
く
終
了
す
る
に
せ
よ
、
行
政
的
な
手
続
に
お
い
て
完
結
し
、
税
務
調
査
か
ら
直
接
刑
事
手
続

に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

2　

犯
則
調
査

　

犯
則
調
査
は
、
適
正
な
賦
課
徴
収
を
目
的
と
す
る
税
務
調
査
に
比
し
て
、「
通
告
処
分
又
は
告
発
を
終
極
の
目
標
と
し
て
行
う
犯
則
者

及
び
証
拠
を
発
見
・
収
集
す
る
手
）
22
（

段
」
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
刑
事
手
続
に
近
い
性
格
を
有
す
る
。
こ
の
よ
う
な
目
的
の
違
い
か
ら
、
税

務
調
査
に
お
い
て
は
間
接
強
制
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
犯
則
調
査
に
は
直
接
強
制
の
道
が
開
か
れ
て
い
る
が
、

反
面
、
刑
事
手
続
と
同
様
、
令
状
主
義
の
建
前
が
と
ら
れ
る
等
、
人
権
保
障
の
観
点
か
ら
の
制
約
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

犯
則
調
査
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
収
税
官
吏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
収
税
官
吏
と
は
、「
国
税
庁
長
官
、
国
税
局
長
及
び

税
務
署
長
並
び
に
国
税
庁
、
国
税
局
及
び
税
務
署
の
職
員
で
、
国
税
に
関
す
る
犯
則
事
件
の
調
査
を
行
う
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
部
課
に
所

属
し
、
か
つ
、
そ
の
所
属
長
か
ら
、
本
法
に
定
め
ら
れ
た
収
税
官
吏
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
」
で
あ
）
23
（
る
。
収
税
官
吏

は
任
意
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
（
国
税
犯
則
取
締
法
一
条
一
項
）、
必
要
の
あ
る
と
き
に
は
参
考
人
の
所
持
す
る
物
件
・
帳
簿
・
書
類
等

を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
（
同
二
項
）、
そ
の
場
合
は
身
分
証
の
携
帯
が
必
要
で
あ
る
（
同
四
条
）。
ま
た
、
任
意
調
査
に
は
受
忍
義

務
が
あ
り
、
拒
否
・
妨
害
に
は
罰
金
が
科
さ
れ
る
間
接
強
制
だ
が
、
不
答
弁
罪
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
（
同
一
九
条
ノ
二
）。
犯
則
調
査
に

お
け
る
任
意
調
査
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
他
の
任
意
調
査
と
は
区
別
さ
れ
る
。
収
税
官
吏
の
質
問
に
対
し
て
は
憲
法

三
八
条
一
項
の
保
障
が
及
ぶ
が
、
身
体
の
拘
束
を
伴
わ
な
い
状
態
で
行
わ
れ
る
の
で
、
黙
秘
権
の
保
障
の
告
知
は
必
要
な
い
も
の
と
さ
れ

る
（
昭
和
五
九
年
判
決
）。
収
税
官
吏
は
、
必
要
の
あ
る
と
き
は
、
裁
判
官
の
許
可
を
得
て
（
憲
法
三
五
条
）、
強
制
捜
査
と
し
て
臨
検
・
捜

索
ま
た
は
差
押
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
（
国
犯
二
条
一
項
・
二
項
）、
裁
判
官
の
許
可
を
得
る
た
め
に
は
疎
明
資
料
が
必
要
で
あ
）
24
（
る
。
疎

明
資
料
に
つ
き
制
限
は
な
い
が
、
税
務
調
査
の
た
め
の
質
問
検
査
権
は
「
犯
罪
捜
査
の
た
め
の
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
で
取
得
さ
れ
た
資
料
の
使
用
は
問
題
と
な
）
25
（
る
。
そ
の
た
め
、
基
本
的
に
は
犯
則
調
査
を
担
当
す
る
部
署
が
取
得
し
た
資
料
の
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使
用
が
前
提
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
収
税
官
吏
は
、
調
査
に
よ
り
犯
則
が
あ
る
と
思
料
す
る
と
き
は
、
告
発
の
手
続
を
取
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
国
犯
一
二
条
ノ
二
）。
犯
則
事
件
を
調
査
し
て
も
犯
則
が
あ
る
と
思
料
す
る
に
至
ら
ず
、
他
に
犯
則
を
調
査
す
る
手
段
の
な
い
と

き
は
、
調
査
終
了
の
処
分
を
行
）
26
（
う
。

　

前
述
の
よ
う
に
憲
法
三
五
条
、
同
三
八
条
一
項
は
税
務
調
査
に
は
適
用
が
な
い
が
、
と
も
に
刑
事
手
続
に
近
い
性
格
を
有
す
る
犯
則
調

査
に
は
適
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
）
27
（

る
。

3　

税
務
調
査
と
犯
則
調
査
の
境
界

　

前
述
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
各
租
税
法
に
税
務
調
査
と
犯
則
調
査
を
峻
別
す
べ
き
旨
の
規
定
が
置
か
れ
、
制
度
と
し
て
も
、
税
務
調
査

と
犯
則
調
査
は
、
異
な
る
部
署
に
管
轄
さ
れ
た
、
別
個
の
並
列
的
な
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
の
税
務
調
査
と
犯
則
調
査
の
境
界

は
、
担
当
者
に
よ
る
形
式
的
な
区
別
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
の
制
度
及
び
判
例
法
に
つ
き
、
金
子
宏
教
授
は
、
早
く
か
ら

以
下
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
た
。
第
一
に
、
行
政
目
的
実
現
の
た
め
の
手
続
は
、
な
ぜ
黙
秘
権
の
保
障
が
及
ば
な
い
と
解
す
べ
き
な
の

か
、
そ
の
根
拠
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
行
政
目
的
の
実
現
の
た
め
の
手
続
と
犯
則
調
査
の
た
め
の
手
続
と
を
二

元
的
に
峻
別
す
る
こ
と
が
す
べ
て
の
場
合
に
可
能
で
あ
り
妥
当
で
あ
る
の
か
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
仮
に
行
政
目
的
実
現
の
た

め
の
手
続
に
は
黙
秘
権
の
保
障
が
及
ば
な
い
と
解
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
手
続
に
お
い
て
自
己
の
刑
事
責
任
の
追
及
の
契
機
と
な
る
よ
う

な
供
述
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
者
の
利
益
を
ど
の
よ
う
に
保
護
し
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
で
あ
）
28
（
る
。

　

こ
の
よ
う
な
指
摘
を
受
け
、
日
本
の
学
説
に
お
い
て
は
、
金
子
宏
教
授
を
は
じ
め
、
税
務
調
査
で
得
た
資
料
に
つ
き
、
犯
則
調
査
に
お

け
る
証
拠
能
力
を
否
定
す
る
等
、
並
列
的
な
二
つ
の
調
査
間
で
の
資
料
の
や
り
と
り
を
実
質
的
に
無
効
に
し
よ
う
と
す
る
説
が
多
く
見
ら

れ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
一
定
の
範
囲
で
の
資
料
流
用
は
判
例
に
よ
り
肯
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
意
味
で
、
日
本
の
制
度
上
の
納
税
者

保
護
は
貫
徹
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
節
で
は
こ
の
よ
う
な
証
拠
資
料
の
扱
い
に
つ
い
て
検
討
す
）
29
（

る
。
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㈢　

証
拠
資
料
の
扱
い

　

学
説
は
、
質
問
検
査
権
の
行
使
に
よ
っ
て
取
得
収
集
し
た
情
報
・
資
料
が
犯
則
調
査
に
利
用
で
き
る
か
否
か
に
つ
き
、
消
極
説
と
積
極

説
に
大
別
で
き
る
。
消
極
説
は
、
資
料
の
流
用
を
不
可
と
し
、
ま
た
、
刑
事
裁
判
手
続
で
の
証
拠
能
力
を
否
定
す
る
立
場
で
あ
）
30
（

る
。
こ
の

場
合
、
税
務
調
査
の
担
当
官
の
、
守
秘
義
務
は
告
発
義
務
に
優
先
さ
れ
る
。
質
問
検
査
権
の
行
使
に
憲
法
の
保
障
が
及
ば
な
い
こ
と
を
前

提
と
す
る
と
、
憲
法
三
八
条
の
趣
旨
が
実
質
的
に
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
必
要
と
な
）
31
（

る
。
消
極
説
に
対

し
て
は
、
税
務
調
査
と
犯
則
調
査
の
い
ず
れ
が
先
行
す
る
か
で
犯
則
調
査
の
実
施
の
可
否
が
左
右
さ
れ
る
の
は
不
合
理
で
あ
）
32
（
る
、
も
し
く

は
租
税
負
担
公
平
の
見
地
か
ら
見
て
、
資
料
の
利
用
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
実
的
で
は
な
）
33
（

い
、
と
の
批
判
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
積
極
説
は
、
税
務
調
査
に
お
け
る
脱
税
の
発
見
は
多
く
、
そ
の
発
見
し
た
資
料
を
査
察
に
回
付
す
る
こ
と
は
違
法
で
は
な
く
、

査
察
は
独
自
に
刑
事
訴
追
に
つ
い
て
判
断
す
る
の
で
あ
っ
て
、
課
税
処
分
手
続
と
は
別
で
あ
る
、
と
の
立
場
を
と
）
34
（
る
。
課
税
調
査
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
資
料
は
、
そ
れ
が
課
税
調
査
を
藉
口
し
て
犯
則
調
査
の
手
段
と
し
て
行
わ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
特
別
な
場
合
で
な
い

限
り
、
犯
則
調
査
へ
の
利
用
が
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
証
拠
能
力
も
否
定
さ
れ
な
い
、
と
す
）
35
（
る
。
最
決
昭
和
五
一
年
七
月
九
日
裁
判
集

刑
二
〇
一
号
一
三
七
頁
（
以
下
「
昭
和
五
一
年
決
定
」
と
い
う
）
及
び
下
級
審
判
決
は
税
務
調
査
で
取
得
収
集
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
、
少
な

く
と
も
そ
の
一
部
は
犯
則
調
査
に
利
用
で
き
る
余
地
を
残
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
実
際
の
運
用
を
考
え
れ
ば
、
税
務
調
査
で
取
得

収
集
さ
れ
た
資
料
の
一
部
で
も
流
用
で
き
な
け
れ
ば
、
税
務
調
査
か
ら
犯
則
調
査
に
移
行
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
と
の
見
解
も
あ
）
36
（

る
。

　

判
例
は
、
一
定
の
範
囲
で
資
料
流
用
を
許
容
し
て
お
り
、
そ
の
許
容
範
囲
に
つ
き
事
例
を
重
ね
て
い
る
。
昭
和
五
一
年
決
定
で
は
、
税

務
調
査
は
「
純
然
た
る
行
政
手
続
で
あ
る
か
ら
、
全
く
そ
の
目
的
性
格
を
異
に
す
る
犯
則
調
査
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
若
し
く
は
犯
罪

捜
査
を
有
利
に
行
わ
ん
が
た
め
に
右
の
質
問
検
査
権
を
行
使
し
、
調
査
に
藉
口
し
て
証
拠
資
料
を
収
集
す
る
が
如
き
こ
と
の
許
さ
れ
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
憲
法
三
五
条
、
三
八
条
の
法
意
に
照
ら
し
、
蓋
し
当
然
の
事
理
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
「
原
判
決
の
『
法
人
税
法 
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一
五
六
条
が
、
税
務
調
査
中
に
犯
則
事
件
が
探
知
さ
れ
た
場
合
に
、
こ
れ
が
端
緒
と
な
つ
て
収
税
官
吏
に
よ
る
犯
則
事
件
と
し
て
の
調
査

に
移
行
す
る
こ
と
を
も
禁
ず
る
趣
旨
の
も
の
と
は
解
し
得
な
い
』
と
の
判
断
は
正
当
」
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
税
務
調
査

が
犯
則
調
査
の
「
手
段
」
と
な
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
「
端
緒
」
と
な
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
い
う
判
断
基
準
が
示
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
）
37
（
る
。

　

更
に
、
平
成
一
六
年
決
定
で
は
、「（
質
問
検
査
権
は
）
犯
罪
の
証
拠
資
料
を
取
得
収
集
し
、
保
全
す
る
た
め
な
ど
、
犯
則
事
件
の
調
査

あ
る
い
は
捜
査
の
た
め
の
手
段
と
し
て
行
使
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
質
問
又
は

検
査
の
権
限
の
行
使
に
当
た
っ
て
、
取
得
収
集
さ
れ
る
証
拠
資
料
が
後
に
犯
則
事
件
の
証
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
で
き
た
と

し
て
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
直
ち
に
、
上
記
質
問
又
は
検
査
の
権
限
が
犯
則
事
件
の
調
査
あ
る
い
は
捜
査
の
た
め
の
手
段
と
し
て
行
使

さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
）
38
（

る
」
と
判
示
さ
れ
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
上
述
の
判
決
の
傾
向
に
沿
う
も
の
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
税
務
調
査
で
得
た
資
料
の
犯
則
調
査
へ
の
流
用
の
可
否
に
つ
い
て
は
、「
証
拠
資
料
の
利
用
が
全
面
的
に
許
容
さ
れ
る

も
の
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
大
方
の
見
解
の
一
致
が
あ
る
も
の
の
、
具
体
的
な
許
容
限
度
に
つ
い
て
は
今
後
の
議
論
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
大
き
）
39
（

い
」。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
情
報
・
資
料
の
収
集
を
通
じ
て
公
正
な
課
税
状
態
を
実
現
す
る
と
い
う
租
税
行
政
上
の

目
的
及
び
必
要
性
と
、
納
税
者
の
権
利
と
利
益
の
保
護
と
の
調
整
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
）
40
（
い
。

　

現
状
の
日
本
で
は
、
当
初
か
ら
「
犯
則
調
査
に
利
用
す
る
た
め
に
質
問
検
査
権
を
行
使
し
、
当
該
資
料
を
取
得
収
集
し
た
の
で
は
な

い
」
と
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
質
問
検
査
に
よ
り
取
得
収
集
さ
れ
た
証
拠
を
犯
則
調
査
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
又
、
刑
事
手
続
上
の
証

拠
能
力
は
否
定
さ
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
税
務
調
査
が
当
初
か
ら
犯
則
調
査
の
手
段
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
臨
検
捜
査
差
押
許
可
令
状
に
よ
り
、
資
料
を
改
め
て
押
収
し
直
す
手
続
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
）
41
（

が
、
不
答
弁
罪
で
担
保
さ

れ
た
供
述
を
、
犯
則
調
査
の
令
状
取
得
の
証
憑
と
す
る
こ
）
42
（
と
、
犯
則
調
査
で
そ
れ
ら
を
「
取
得
し
直
せ
ば
よ
い
」
こ
と
自
体
に
、
問
題
が
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あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
税
務
調
査
の
段
階
で
犯
則
調
査
へ
の
利
用
を
想
定
し
つ
つ
、
不
答
弁
罪
・
検
査
拒
否
罪
の
担
保
に
よ
り
納
税
者

に
つ
い
て
の
資
料
を
取
得
収
集
し
、
後
に
犯
則
調
査
が
行
わ
れ
た
場
合
、
犯
則
調
査
に
つ
い
て
は
保
障
が
及
ぶ
は
ず
の
憲
法
三
八
条
一
項

の
実
効
性
に
は
疑
問
が
残
）
43
（
る
。
納
税
者
が
税
務
調
査
で
既
に
間
接
強
制
を
背
景
に
提
出
し
て
し
ま
っ
た
供
述
に
つ
い
て
、
犯
則
調
査
で
黙

秘
権
が
保
障
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
資
料
の
流
用
が
一
定
の
範
囲
で
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
よ
う
な
供
述
の
存
在
を
認
識
し
た
う

え
で
収
集
し
直
せ
ば
よ
い
の
で
あ
れ
ば
、
実
際
に
は
犯
則
調
査
に
お
け
る
憲
法
の
保
障
は
貫
徹
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
税
務

調
査
に
お
い
て
、
納
税
者
が
逋
脱
の
証
拠
と
な
り
得
る
裏
帳
簿
や
金
銭
の
在
処
を
供
述
し
た
場
合
、
証
拠
そ
の
も
の
の
流
用
が
な
く
と
も
、

「
そ
の
存
在
」
及
び
「
在
所
」
の
情
報
が
税
務
調
査
か
ら
犯
則
調
査
へ
と
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
現
行
法
上
問
題
が
な
い
も
の
と
考

え
ら
れ
、
そ
れ
は
刑
事
責
任
に
関
す
る
不
利
益
な
供
述
を
強
要
す
る
の
と
実
質
的
に
殆
ど
異
な
ら
な
い
結
果
を
生
ず
る
こ
）
44
（
と
と
な
り
得
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
学
説
で
は
資
料
の
流
用
を
不
可
と
す
る
こ
と
に
よ
り
納
税
者
の
権
利
を
保
護
す
る
べ
き
と
さ
れ
る
一
方
で
、
制
度
及
び
実

務
で
は
「
再
取
得
に
よ
っ
て
証
拠
を
実
質
的
に
ほ
と
ん
ど
排
除
し
な
い
こ
と
」
で
逋
脱
犯
告
発
を
し
や
す
く
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
資
料
流
用
の
全
面
的
な
禁
止
は
現
実
的
で
は
な
い
と
い
う
批
判
は
根
強
く
、
判
例
で
は
一
定
の
資
料
流
用
を
許
す
判
断
が
続
い

て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
日
本
の
現
状
は
、
納
税
者
保
護
が
十
分
に
全
う
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二　

カ
ナ
ダ

　

本
章
で
は
、「
権
利
及
び
自
由
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
憲
章
」（
以
下
、「
憲
章
」
と
い
う
）
の
権
利
及
び
調
査
の
制
度
を
確
認
し
た
上
で
、
カ

ナ
ダ
に
お
け
る
税
務
調
査
か
ら
犯
則
調
査
へ
の
資
料
の
流
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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㈠　

調
査
に
関
す
る
憲
章
の
権
利

　

カ
ナ
ダ
で
は
一
九
八
二
年
に
憲
章
が
改
正
さ
れ
た
）
45
（

が
、
中
で
も
税
務
調
査
及
び
犯
則
調
査
に
関
わ
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
。
自
己
負
罪

免
除
特
権
を
規
定
す
る
憲
章
七
条
、
及
び
不
合
理
な
捜
査
差
押
か
ら
の
保
護
を
規
定
す
る
同
八
条
で
あ
る
。
各
々
に
つ
い
て
判
例
等
を
引

用
し
な
が
ら
、
そ
の
保
護
の
対
象
を
検
討
す
る
。

1　

憲
章
七
条

　

憲
章
七
条
は
、「
何
人
も
自
己
の
生
命
、
自
由
、
安
全
の
権
利
を
有
し
、
本
質
的
正
義
の
原
則
に
従
う
も
の
を
除
き
、
そ
れ
ら
を
犯
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
直
接
に
は
自
己
負
罪
免
除
特
権
を
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
適
正
手
続
の
結
果
と
し
て
自
己

負
罪
免
除
特
権
を
包
含
す
る
規
定
と
扱
わ
れ
）
46
（

る
。

　

カ
ナ
ダ
で
は
、
行
政
調
査
手
続
の
中
で
当
然
に
自
己
負
罪
免
除
特
権
が
保
障
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
が
保
障
さ
れ
る
場
合
は
、

以
下
の
四
つ
の
要
素
を
勘
案
し
て
判
断
さ
れ
）
47
（

る
。
即
ち
、
①
証
言
を
得
る
に
あ
た
っ
て
の
強
制
力
、
②
証
言
が
得
ら
れ
た
時
点
の
被
告
人

と
国
と
の
間
の
敵
対
的
関
係
の
有
無
、
③
法
に
よ
る
強
制
の
結
果
と
し
て
信
頼
で
き
な
い
自
白
で
あ
る
危
険
性
、
④
法
に
よ
る
強
制
の
結

果
と
し
て
の
国
家
権
力
濫
用
の
危
険
性
、
で
あ
）
48
（

る
。
四
つ
の
要
素
が
満
た
さ
れ
る
程
度
が
高
い
程
、
憲
章
七
条
の
保
障
が
及
ぶ
可
能
性
が

高
く
な
る
。
ま
た
、「
自
己
負
罪
免
除
特
権
の
原
則
は
、
法
や
そ
の
他
の
も
の
に
よ
っ
て
強
い
ら
れ
た
情
報
の
す
べ
て
の
使
用
に
つ
い
て
、

告
発
さ
れ
た
も
の
を
絶
対
的
に
保
護
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
）
49
（

い
」
と
さ
れ
、
憲
章
七
条
の
保
護
は
事
案
ご
と
に
判
断
さ

れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
全
て
の
事
例
に
お
い
て
、
具
体
的
な
文
脈
の
中
で
、
個
人
の
被
侵
害
利
益
と
、
侵
害
を
正
当

化
す
る
国
家
の
利
益
が
比
較
衡
量
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
50
（
い
。

　

ま
た
、
カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
代
表
的
な
判
例
で
、
結
果
と
し
て
行
政
事
件
で
は
憲
章
七
条
の
保
障
を
認
め
ず
、
刑
事
事
件
で
そ
れ
を
認
め

た
こ
と
に
つ
き
、
条
文
上
強
制
さ
れ
た
供
述
が
常
に
行
政
上
の
裁
判
で
許
容
さ
れ
る
と
判
示
し
た
の
で
は
な
く
、
四
つ
の
要
素
を
事
案
の
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文
脈
に
お
い
て
考
慮
し
結
論
に
至
る
、
と
示
し
）
51
（
た
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
、
行
政
事
件
と
刑
事
事
件
で
考
慮
さ
れ
た
四
つ
の
要
素
は

同
じ
だ
が
、
刑
事
手
続
に
関
し
、
行
政
上
の
制
裁
の
発
動
よ
り
も
要
素
の
認
定
が
さ
れ
や
す
い
可
能
性
が
あ
る
と
の
見
解
も
あ
）
52
（

る
。

　

基
本
的
に
は
、
行
政
法
上
で
あ
れ
刑
事
上
で
あ
れ
、
憲
章
七
条
に
つ
い
て
、
四
つ
の
要
素
の
下
で
の
検
討
、
と
い
う
基
本
的
な
ル
ー
ル

は
同
一
で
あ
り
、
同
じ
枠
組
み
で
判
断
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
、
行
政
手
続
に
比
し
て
刑
事
手
続
に
は
憲
章

七
条
の
保
護
が
及
び
や
す
い
可
能
性
が
あ
る
、
と
の
見
解
が
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、「
敵
対
的
関
係
」「
信
頼
で
き
な
い
自
白
の
可
能

性
」
と
い
っ
た
四
要
素
の
内
容
を
鑑
み
る
に
、
刑
事
手
続
或
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
ほ
ど
、
四
要
素
を
充
足
す
る
蓋
然
性
が
高

い
、
と
い
う
性
格
に
依
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
）
53
（

る
。
そ
う
考
え
る
と
、
憲
章
七
条
に
つ
き
、
当
該
四
要
素
の
下
で
保
護
が
及
ぶ
か

ど
う
か
検
討
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
追
及
さ
れ
る
違
反
の
性
質
が
ど
の
程
度
刑
事
手
続
に
類
似
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
と
密
接
に
関
連

す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

2　

憲
章
八
条

　

憲
章
八
条
は
、「
何
人
も
不
合
理
な
捜
査
及
び
差
押
か
ら
守
ら
れ
る
権
利
を
有
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
は
一
般
に
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
を
保
障
す
る
条
項
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

憲
章
八
条
の
権
利
は
、「
不
合
理
な
捜
査
・
差
押
か
ら
の
保
護
の
保
障
は
、
合
理
的
な
期
待
に
の
み
及
）
54
（

ぶ
」
と
さ
れ
、「
そ
の
（
合
理
的

か
否
か
の
）
評
価
は
、
特
定
の
状
況
に
お
い
て
、
政
府
に
干
渉
さ
れ
な
い
こ
と
の
個
人
の
利
益
が
、
そ
の
目
的
、
と
り
わ
け
法
の
執
行
と

い
う
目
的
を
推
進
す
る
た
め
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
踏
み
込
む
こ
と
の
政
府
の
利
益
に
優
先
す
る
べ
き
な
の
か
ど
う
か
、
と
し
て
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
55
（

い
」
と
判
示
さ
れ
る
。
そ
の
判
断
基
準
を
示
し
たH

unter

事
件
は
、
公
正
取
引
委
員
会
に
あ
た
る
組
織
に
よ
る
、

委
員
会
内
部
で
の
承
認
の
み
に
基
づ
く
捜
査
・
差
押
に
つ
き
、
そ
の
合
憲
性
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ

の
期
待
の
合
理
性
判
断
の
基
準
と
し
て
二
つ
の
要
素
を
挙
げ
て
い
る
。
①
事
前
の
令
状
発
付
の
過
程
で
、
司
法
の
判
断
を
通
し
て
い
る
か
、

②
法
の
執
行
と
い
う
目
的
に
お
け
る
、
個
人
の
国
家
か
ら
干
渉
さ
れ
な
い
利
益
と
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
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得
ら
れ
る
国
家
の
利
益
の
衡
量
で
あ
る
。
こ
の
二
要
素
はH

unter

基
準
と
呼
ば
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
①
の
要
素
が
あ
れ
ば
、
そ
の
捜
査

差
押
は
「
合
理
的
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
、
逆
に
な
け
れ
ば
「
不
合
理
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
そ
の
上
で
、
②
の
利
益

衡
量
が
行
わ
れ
）
56
（
る
。

　

こ
こ
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
合
理
的
な
期
待
」
で
あ
り
、
こ
の
文
言
は
、
そ
れ
が
あ
れ
ば
憲
章
八
条
の
保
護

を
期
待
で
き
る
、
と
い
う
基
準
と
し
て
、
又
、
個
人
の
利
益
は
ど
の
程
度
保
護
さ
れ
る
べ
き
か
、
と
い
う
個
人
と
国
家
の
利
益
衡
量
の
結

果
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
役
割
を
担
っ
て
い
）
57
（
る
。

　

た
だ
し
、
名
目
上
カ
ナ
ダ
に
所
在
し
て
い
た
も
の
の
、
帳
簿
書
類
等
が
全
て
ア
メ
リ
カ
に
あ
り
、
実
質
的
に
は
ア
メ
リ
カ
に
所
在
し
て

い
た
法
人
が
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
税
務
調
査
を
拒
否
し
、
税
務
調
査
は
憲
章
八
条
に
反
す
る
と
主
張
し
たM

ckinlay Transport

事
件
で

は
、
最
高
裁
は
「
疑
い
な
く
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益
が
な
い
、
或
い
は
特
定
の
状
況
に
お
い
て
、
国
に
よ
っ
て
開
示
を
求
め
ら

れ
て
い
る
文
書
に
関
し
て
そ
の
期
待
が
で
き
な
い
、
と
い
う
例
は
存
在
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、
国
に
権
限
を
与
え

ら
れ
た
調
査
及
び
国
に
よ
る
文
書
作
成
要
求
は
八
条
の
捜
査
・
差
押
の
射
程
で
は
な
）
58
（

い
」
と
述
べ
、
そ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益
が
な
い

こ
と
を
明
言
し
た
。
そ
こ
で
は
、
税
務
調
査
に
つ
き
、
税
制
の
完
全
性
を
維
持
す
る
た
め
に
大
臣
は
大
き
な
権
限
を
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
強
調
し
、
質
問
検
査
権
の
下
で
の
税
務
調
査
は
、H

unter

基
準
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
さ
れ
）
59
（

た
。H

unter

基

準
を
排
除
す
る
理
由
は
調
査
の
目
的
の
違
い
に
よ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
令
状
を
要
し
な
い
質
問
検
査
権
は
特
定
の
逋
脱
犯

の
告
発
の
た
め
で
は
な
く
、
納
税
者
の
適
切
な
税
額
を
収
集
す
る
と
い
う
行
政
目
的
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
当
該

検
査
権
は
憲
章
八
条
に
は
違
反
し
な
い
も
の
と
し
た
。
こ
の
判
決
は
、
調
査
の
目
的
に
よ
っ
て
、
行
政
的
な
性
格
で
あ
る
か
準
刑
事
的
な

性
格
で
あ
る
か
を
切
り
分
け
る
主
要
目
的
基
準
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
調
査
の
目
的
に
よ
っ
て
予
め
制
度
を

分
け
、
憲
法
上
の
権
利
の
保
障
の
範
囲
に
差
を
設
け
る
日
本
の
制
度
に
も
類
似
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
）
60
（

る
。
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㈡　

税
務
調
査
と
犯
則
調
査
の
境
界

　

前
述
の
よ
う
に
カ
ナ
ダ
で
も
日
本
と
同
様
、
税
務
調
査
は
行
政
的
な
性
格
を
有
し
、
憲
章
の
権
利
保
護
は
及
ば
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
犯
則
調
査
は
、
準
刑
事
的
な
性
格
を
有
し
、
全
て
の
憲
章
の
保
護
が
及
ぶ
も
の
と
さ
れ
）
61
（

る
。
後
述
の
よ
う
に
、
カ
ナ
ダ
で

は
税
務
調
査
と
犯
則
調
査
は
連
続
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
日
本
の
よ
う
に
入
口
の
異
な
る
別
個
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
税

務
調
査
の
延
長
上
に
犯
則
調
査
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
カ
ナ
ダ
で
は
、
調
査
は
い
つ
か
ら
犯
則
調
査
に
な
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
ま
ず
は
カ
ナ
ダ
お
け
る
調
査
の
一
般
的
な
流
れ
に
触
れ
て
お
く
。

1　

税
務
調
査

　

ま
ず
、Incom

e Tax Act

（
以
下ITA

）231.1

及
び231.2

に
お
い
て
、
税
務
職
員
に
よ
る
質
問
検
査
の
権
限
が
定
め
ら
れ
て
い
）
62
（

る
。

質
問
検
査
の
権
限
は
税
制
の
適
切
な
執
行
を
そ
の
趣
旨
と
し
た
税
務
調
査
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
の
よ
う
に
、
犯
則
調
査
と
の

峻
別
を
謳
う
規
定
は
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
。
質
問
検
査
権
の
下
で
の
税
務
調
査
は
税
務
署
の
執
行
）
63
（

部
が
担
当
し
、
犯
則
調
査
を
担
当
す
る

査
察
）
64
（
部
と
は
別
個
の
部
署
が
行
う
。
税
務
調
査
は
「
明
ら
か
に
行
政
的
な
性
格
」
と
さ
れ
る
が
、
日
本
と
同
様
歳
入
庁
の
方
針
と
し
て
、

職
員
は
税
務
調
査
の
前
に
納
税
者
に
連
絡
を
取
り
、
身
分
証
を
提
示
す
る
規
則
で
あ
）
65
（

る
。

　

231.1

、231.2

の
質
問
検
査
権
の
下
で
の
調
査
は
、
罰
則
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
た
間
接
強
制
で
あ
る
が
（ITA238

）、
日
本
の
質
問
検

査
権
と
同
様
、
令
状
は
必
要
な
い
も
の
と
さ
れ
）
66
（

る
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
で
は
、
税
務
調
査
と
犯
則
調
査
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

一
度
納
税
者
が
犯
則
調
査
の
対
象
に
な
る
と
、
質
問
検
査
権
の
下
で
得
ら
れ
た
情
報
を
犯
則
調
査
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
）
67
（

い
。
通
常
、

税
務
調
査
に
つ
い
て
自
己
負
罪
免
除
特
権
の
保
護
は
無
い
も
の
と
さ
）
68
（
れ
、
税
務
調
査
に
お
け
る
質
問
検
査
権
の
行
使
は
一
般
に
合
理
的
な

の
で
、
令
状
主
義
の
保
護
は
限
定
的
で
あ
）
69
（

る
。

　

税
務
調
査
が
終
わ
る
と
、
調
査
官
は
納
税
者
の
申
告
を
更
正
し
、
適
切
な
税
額
を
提
案
す
る
。
最
初
に
納
税
者
か
ら
希
望
が
あ
る
か
、
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或
い
は
提
案
さ
れ
た
調
整
を
分
析
す
る
機
会
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
提
案
は
納
税
者
或
い
は
そ
の
代
表
者
と
議
論
さ
れ
、

文
書
で
提
案
を
確
定
し
、
納
税
者
に
時
間
を
与
え
）
70
（

る
。
納
税
者
か
ら
全
面
的
な
同
意
が
得
ら
れ
た
場
合
に
は
、
調
査
官
は
更
正
の
手
続
を

文
書
で
の
提
案
無
し
に
行
う
。
ま
た
、
税
務
調
査
は
後
に
、
管
轄
の
機
関
や
本
部
に
よ
っ
て
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

2　

犯
則
調
査

　

一
方
、
犯
則
調
査
は
、
査
察
部
の
方
針
で
は
、
査
察
官
は
警
察
に
準
ず
る
権
能
を
有
し
、
そ
の
調
査
に
お
い
て
は
、
納
税
者
は
警
告
を

与
え
ら
れ
、
憲
章
の
保
護
に
つ
い
て
告
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
71
（
い
。
ま
た
、
査
察
部
内
で
は
、
違
反
に
関
す
る
「
合
理
的
か
つ
相
当
の

根
拠
」
に
基
づ
い
た
令
状
を
取
り
、
強
制
調
査
を
開
始
す
る
「
完
全
な
犯
則
調
査
（Full Investigation

）」
と
、
令
状
取
得
の
た
め
の
証

憑
の
準
備
に
あ
た
る
「
端
緒
調
査
（Prelim

inary Investigation

）」
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
歳
入
庁
は
「
完
全
な
犯
則
調
査
」
に
移
行
し

な
け
れ
ば
、
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
犯
則
調
査
、
準
刑
事
的
な
性
格
を
有
す
る
犯
則
調
査
は
開
始
し
て
い
な
い
、
と
い
う
見
解
を
公
表
し

て
い
）
72
（
る
。
査
察
部
は
、
税
務
調
査
か
ら
の
資
料
の
参
照
に
よ
っ
て
犯
則
調
査
を
開
始
し
得
る
が
、
査
察
部
の
独
立
判
断
に
よ
っ
て
起
訴
の

是
非
等
を
検
討
す
る
も
の
と
さ
れ
）
73
（
る
。
ど
こ
か
ら
が
「
完
全
な
犯
則
調
査
」
に
な
る
か
は
事
案
ご
と
の
判
断
が
必
要
で
あ
）
74
（
る
。

　

査
察
部
は
、
主
に
①
税
務
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
た
、
税
務
調
査
官
の
情
報
か
ら
、
②
査
察
官
の
調
査
か
ら
、
③
通
常
の
業
務
の
一
環

に
お
い
て
、
徴
収
官
そ
の
他
職
員
の
情
報
か
ら
、
④
新
聞
や
公
の
情
報
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
観
察
、
そ
の
他
注
意
を
引
く
通
常
の
環
境
か

ら
、
⑤
国
際
合
同
調
査
、
他
国
の
権
限
あ
る
当
局
と
の
同
時
調
査
か
ら
、
⑥
情
報
提
供
者
か
ら
、
違
反
の
可
能
性
に
関
す
る
情
報
を
受
け

て
調
査
を
行
）
75
（
う
。
こ
れ
ら
情
報
源
か
ら
の
情
報
は
査
察
部
に
送
ら
れ
、
選
別
さ
れ
、
査
察
官
に
割
り
振
ら
れ
て
端
緒
調
査
が
行
わ
れ
る
。

端
緒
調
査
の
段
階
で
、
申
告
者
が
正
し
い
税
額
を
申
告
し
て
い
な
い
こ
と
、ITA2

）
76
（39

違
反
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、「
完
全
な
犯
則
調
査
」

へ
と
移
行
す
る
。
端
緒
調
査
の
段
階
で
違
反
が
あ
る
と
い
う
強
い
推
定
が
な
く
、ITA239

の
下
で
告
発
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る

も
の
は
、
通
常
の
更
正
に
服
し
、
民
事
罰
の
適
用
は
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
な
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。

　

端
緒
調
査
で
は
、
査
察
官
は
、
申
告
者
の
脱
税
の
故
意
の
証
明
、
及
び
正
し
い
所
得
と
適
用
さ
れ
る
べ
き
税
率
、
そ
し
て
、
裁
判
所
で
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合
理
的
な
疑
い
を
超
え
る
事
実
を
証
明
す
る
た
め
の
十
分
な
証
拠
の
積
み
重
ね
を
行
う
。
納
税
者
の
故
意
の
違
反
を
証
明
す
る
た
め
、
査

察
官
は
、
裁
判
所
で
納
税
者
が
違
反
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
知
識
を
有
し
て
い
た
証
拠
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

ITA231.3

（1

）は
、
建
物
を
捜
査
し
記
録
を
差
し
押
さ
え
る
強
制
調
査
の
権
限
を
規
定
し
て
い
る
。
違
反
の
証
拠
を
取
得
す
る
た
め
に

捜
査
令
状
が
必
要
な
場
合
は
、ITA239

の
下
で
推
定
さ
れ
る
違
反
の
疎
明
資
料
を
準
備
し
、
捜
査
さ
れ
る
建
物
に
あ
る
捜
査
さ
れ
る
べ

き
文
書
や
物
を
特
定
す
る
。
査
察
部
部
長
が
違
反
の
強
い
推
定
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
そ
の
情
報
は
詳
細
な
報
告
と
共
に
本
部
に
送

ら
れ
る
。
詳
細
を
検
討
後
、
総
括
官
も
し
く
は
権
限
を
有
す
る
も
の
が
同
意
す
れ
ば
、
裁
判
官
に
対
す
る
捜
査
令
状
の
申
立
て
を
準
備
す

る
。
令
状
の
取
得
に
は
「
合
理
的
か
つ
相
当
の
根
拠
」
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
一
度
令
状
が
取
得
さ
れ
れ
ば
、
事
前
に
特
定
さ
れ
た
証

拠
以
外
も
取
得
収
集
で
き
る
。
捜
査
に
お
い
て231.3

（5

）に
基
づ
き
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
文
書
及
び
証
拠
物
件
は
、
令
状
を
発
行
し
た

裁
判
官
に
目
録
と
共
に
提
出
さ
）
77
（

れ
、
裁
判
官
は
犯
則
調
査
が
完
了
す
る
か
刑
事
手
続
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
ま
で
、
大
臣
の
下
に
そ
れ
を

保
管
す
る
よ
う
命
じ
）
78
（
る
。

3　

税
務
調
査
と
犯
則
調
査
の
境
界

―
主
要
目
的
基
準

　

税
務
調
査
及
び
犯
則
調
査
の
流
れ
を
確
認
す
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
カ
ナ
ダ
で
は
、
税
務
調
査
か
ら
資
料
が
送
ら
れ
て
犯
則
調
査
が
始

ま
る
こ
と
は
極
め
て
一
般
的
で
あ
る
。
担
当
部
署
は
一
応
別
個
の
も
の
と
さ
れ
、
査
察
部
が
端
緒
調
査
の
段
階
で
、
調
査
部
と
は
独
立
的

な
基
準
を
以
て
送
ら
れ
て
き
た
情
報
を
判
断
す
る
と
は
い
え
、
カ
ナ
ダ
で
は
税
務
調
査
と
犯
則
調
査
は
、
一
連
の
手
続
と
し
て
連
続
的
な

も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
並
列
す
る
二
つ
の
制
度
で
は
な
く
、
連
続
的
な
も
の
と
捉
え
た
場
合
、
ど
こ
か
ら
が
犯
則
調
査
か

を
見
極
め
る
指
針
と
し
て
は
、
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
税
務
調
査
を
行
う
調
査
部
か
ら
査
察
部
へ
と
資
料
が
送
ら
れ
た
時
点
、

査
察
部
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
端
緒
調
査
を
終
え
て
「
完
全
な
犯
則
調
査
」
へ
と
移
行
し
た
時
点
、
な
ど
で
あ
）
79
（
る
。
し
か
し
、
カ
ナ
ダ
の

裁
判
所
は
判
例
を
経
て
、
そ
う
い
っ
た
形
式
的
な
時
点
で
は
な
く
、「
調
査
の
目
的
」
を
以
て
税
務
調
査
と
犯
則
調
査
を
見
極
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
の
判
例
で
は
、
行
政
上
の
税
務
調
査
を
行
う
場
合
を
指
し
て
「
公
共
目
的
の
調
査
」
と
呼
び
、
そ
れ
は
犯
罪
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捜
査
の
た
め
の
犯
則
調
査
と
は
区
別
さ
れ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
判
例
の
中
で
も
代
表
的
な
も
の
は
、N

orw
ay Insulation

事
）
80
（

件
及
びBCS

事
）
81
（

件
で
あ
る
。N

orw
ay

事
件
は
、
税
務
調

査
後
、
査
察
部
に
資
料
が
送
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
査
察
官
が
令
状
取
得
の
た
め
に
は
証
拠
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
税
務
調
査
官

に
調
査
の
や
り
直
し
を
依
頼
し
、
再
送
さ
れ
た
資
料
を
疎
明
資
料
と
し
て
令
状
が
取
得
さ
れ
、
強
制
調
査
が
行
わ
れ
た
事
件
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
刑
事
上
・
準
刑
事
上
の
事
件
で
は
「
合
理
的
か
つ
相
当
の
根
拠
」
及
び
捜
査
令
状
の
取
得
が
必
要
だ
が
、
行
政
上
の
事
件
で

は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
刑
事
上
・
準
刑
事
上
の
問
題
に
はH

unter

基
準
の
適
用
を
通
じ
て
憲
章
八
条
の
保
障
が
な
さ
れ
る

こ
と
を
判
示
し
た
。
そ
し
て
、
捜
査
差
押
の
権
限
付
与
の
令
状
に
よ
り
、
侵
害
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
国
家
の
利
益
が
相
反
す
る
個
人
の
利

益
を
上
回
っ
た
時
点
が
明
確
に
な
る
、
と
述
べ
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
行
わ
れ
た
刑
事
捜
査
は
「
不
合
理
」
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
た
。

　

ま
たBCS

事
件
で
は
、「
重
要
な
問
題
は
、
証
拠
捜
索
の
主
な
目
的
が
何
ら
か
の
正
当
な
公
共
目
的
で
は
な
く
、
証
言
を
強
い
ら
れ
る

も
の
に
関
す
る
犯
罪
証
拠
を
得
る
た
め
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
の
基
準
を
適
用
す
る
際
に
は
、
裁
判
所
は
ま
ず
、
証
拠
の
捜
索
が
さ
れ
た

主
要
目
的
を
判
断
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
が
、
一
方
で
、
条
文
下
で
の
目
的
が
公
共
目
的
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
犯
罪
捜
査
の
た

め
に
使
用
さ
れ
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
実
質
的
に
公
共
目
的
で
あ
っ
た
と
い
う
証
明
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
）
82
（
る
。

　

主
要
目
的
基
準
の
実
質
判
断
は
か
な
り
危
う
い
も
の
で
あ
り
、
疑
い
な
く
困
難
で
あ
）
83
（

る
が
、
裁
判
所
は
歳
入
庁
の
行
動
の
主
要
目
的
を

解
釈
す
る
際
に
は
、
調
査
の
全
て
の
文
脈
、
と
り
わ
け
そ
の
規
制
上
の
正
当
性
や
背
景
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
）
84
（
る
。

㈢　

証
拠
資
料
の
扱
い

　

カ
ナ
ダ
で
は
、
税
務
調
査
か
ら
犯
則
調
査
へ
の
資
料
の
流
用
自
体
は
、
基
本
的
に
法
的
問
題
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と

お
り
で
あ
る
が
、
本
節
で
は
、
資
料
の
流
用
と
憲
章
の
権
利
と
の
関
係
及
び
カ
ナ
ダ
の
制
度
下
で
の
憲
章
の
趣
旨
の
実
現
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
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1　

税
務
調
査
で
得
た
証
拠
が
「
強
制
さ
れ
た
証
拠
」
に
あ
た
る
可
能
性

　

憲
章
七
条
に
つ
き
、
税
務
調
査
が
税
務
調
査
で
終
了
す
る
場
合
に
は
、
以
上
の
見
解
で
問
題
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
税
務
調
査
と
犯

則
調
査
を
連
続
的
な
も
の
と
す
る
カ
ナ
ダ
の
制
度
下
で
は
、
間
接
強
制
で
あ
る
質
問
検
査
で
得
た
資
料
が
査
察
部
へ
と
送
ら
れ
、
結
果
と

し
て
令
状
取
得
の
た
め
の
証
憑
、
あ
る
い
は
告
発
に
使
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
自
己
負
罪
免
除
特
権
の
問
題
は
ど

う
解
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

W
araw

a

事
）
85
（
件
で
は
、
ア
ル
バ
ー
タ
裁
判
）
86
（
所
は
、
そ
れ
が
強
制
さ
れ
た
証
言
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
税
務
調
査
で
得
ら
れ
た
証
拠
資

料
を
犯
則
調
査
に
お
い
て
排
除
し
）
87
（

た
。
こ
の
事
件
で
は
、
第
三
者
に
関
す
る
税
務
調
査
及
び
犯
則
調
査
の
た
め
Ｗ
社
に
調
査
に
行
き
、
そ

こ
で
得
ら
れ
た
情
報
を
、
後
に
Ｗ
社
の
犯
則
調
査
を
目
的
と
し
て
査
察
部
が
使
用
し
た
こ
と
に
つ
き
、
Ｗ
社
の
憲
章
七
条
及
び
八
条
の
権

利
が
問
題
と
な
っ
た
。
裁
判
所
は
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

　
「
税
務
調
査
の
間
に
納
税
者
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
は
す
べ
て
強
制
さ
れ
た
情
報
で
あ
る
。
査
察
部
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
と

き
、
結
果
と
し
て
納
税
者
は
刑
事
制
裁
に
服
す
る
。
そ
の
情
報
が
査
察
部
の
手
に
渡
り
、
刑
事
手
続
に
使
用
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
は
憲
章

七
条
の
権
利
を
侵
害
し
て
得
ら
れ
た
汚
れ
た
証
拠
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
税
務
調
査
の
強
制
力
は
税
務
調
査
に
の
み
使
用
で
き
る
。
査

察
部
は
、
納
税
者
が
は
じ
め
か
ら
適
切
な
警
告
を
以
て
憲
章
の
七
条
の
権
利
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
な
い
限
り
、
強
制
力
の

結
果
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

　

そ
し
て
、
憲
章
七
条
及
び
八
条
の
侵
害
の
結
果
と
し
て
、
憲
章
二
四
条
に
基
づ
く
証
拠
の
排
除
、
及
び
国
家
賠
償
、
訴
訟
手
続
の
中
止

と
い
っ
た
救
済
が
提
示
さ
れ
た
。
カ
ナ
ダ
で
は
、
税
務
調
査
と
犯
則
調
査
は
連
続
し
た
一
連
の
手
続
で
あ
り
、「
証
拠
の
取
直
し
」
と
い

う
発
想
そ
の
も
の
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
査
察
で
の
証
拠
の
取
直
し
と
い
う
議
論
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
結
果
と
し
て
、
い
ず
れ
か

の
時
点
で
「
汚
れ
て
」
し
ま
っ
た
証
拠
は
、
そ
れ
以
降
排
除
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
、
二
度
と
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
判
例
の
考
え
方
は
、
日
本
の
学
説
に
お
け
る
「
間
接
強
制
た
る
質
問
検
査
権
の
下
で
の
税
務
調
査
で
得
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
犯
則
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調
査
で
の
証
拠
能
力
を
否
定
す
る
」
と
い
う
考
え
方
に
よ
く
似
て
い
る
。W

araw
a

事
件
後
、
幾
つ
か
の
下
級
審
判
例
は
同
様
の
枠
組
み

で
証
拠
の
排
除
を
認
め
た
が
、
こ
の
や
り
方
は
、
日
本
で
の
学
説
に
対
す
る
も
の
と
同
様
、
逋
脱
犯
の
告
発
が
現
実
的
に
難
し
く
な
る
、

と
い
う
批
判
を
受
け
）
88
（
た
。

　

カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
数
年
後
、
こ
れ
と
異
な
る
枠
組
み
を
採
用
す
る
。
そ
のJarvis

事
）
89
（
件
で
は
、
日
本
の
学
説
やW

araw
a

事
件
で
主

張
さ
れ
る
救
済
方
法
で
は
な
く
、
犯
則
調
査
の
開
始
時
期
認
定
の
前
倒
し
に
よ
る
憲
章
の
趣
旨
の
実
現
を
試
み
て
い
る
。
次
項
で
は
こ
れ

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

2　

犯
則
調
査
の
開
始
時
期
認
定
の
前
倒
し

　

Jarvis

事
件
で
は
、
匿
名
情
報
を
受
け
て
税
務
調
査
が
開
始
さ
れ
、
税
務
調
査
官
は
調
査
の
中
で
違
反
の
疑
い
を
強
め
、
査
察
部
に
移

送
さ
れ
る
べ
き
事
案
で
あ
る
と
考
え
、
査
察
部
に
資
料
を
送
付
し
た
。
し
か
し
、
税
務
調
査
官
は
査
察
部
に
資
料
が
移
送
さ
れ
た
後
も
納

税
者
に
そ
の
事
実
を
伏
せ
、
面
会
及
び
聴
取
を
続
け
、
そ
の
際
に
そ
れ
が
も
は
や
税
務
調
査
で
は
な
く
犯
則
調
査
で
あ
り
、
納
税
者
に
黙

秘
権
が
あ
る
こ
と
を
警
告
し
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
証
言
を
令
状
取
得
の
証
憑
と
す
る
こ
と
に
つ
き
、
憲
章
七
条
及
び
八

条
の
権
利
が
問
題
と
な
り
、
証
拠
排
除
を
求
め
て
裁
判
が
行
わ
れ
た
。

　

Jarvis

事
件
に
お
い
て
は
、
憲
章
七
条
の
権
利
に
つ
い
て
、「
調
査
の
主
な
目
的
が
刑
事
責
任
の
判
断
に
あ
っ
た
場
合
に
は
、
憲
章
の

『
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
』
権
利
が
納
税
者
保
護
に
資
す
る
」
と
し
、「
調
査
を
行
う
公
務
員
は
、
そ
の
主
な
目
的
が
刑
事
責
任
の
判
断
に
あ
る

場
合
に
は
、231.1

（1

）及
び231.2

（1

）の
質
問
検
査
権
の
便
益
を
持
た
な
い
。」
と
さ
れ
た
。
一
方
で
、
憲
章
八
条
の
権
利
に
つ
い
て
は
、

「
…
…
（
過
去
の
判
例
は
）
納
税
者
は
所
得
税
法
の
下
、
備
付
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
資
料
や
記
録
、
税
務
調
査
の
間
に
作
成
を
命
じ
た

資
料
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
」
と
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
触
れ
、
更
に
、「
一
度
税
務
調

査
官
が231.1

（1

）及
び231.2

（1

）の
下
で
入
手
し
た
資
料
を
調
査
す
れ
ば
、
納
税
者
は
そ
の
調
査
官
が
秘
密
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
、

真
に
合
理
的
な
期
待
を
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
…
…
正
当
に
得
た
調
査
資
料
に
含
ま
れ
る
フ
ァ
イ
ル
を
犯
則
調
査
に
回
す
こ
と
を
税
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務
調
査
官
か
ら
阻
む
も
の
は
何
も
な
い
。」
と
し
て
、
質
問
検
査
権
で
正
当
に
得
ら
れ
た
資
料
を
犯
則
調
査
で
使
用
す
る
こ
と
に
つ
き
、

憲
章
八
条
上
問
題
は
な
い
と
判
示
し
）
90
（

た
。

　

そ
の
上
で
、Jarvis

事
件
で
は
、
主
要
目
的
基
準
に
つ
い
て
詳
細
な
基
準
を
提
示
し
て
い
る
。

　
「
我
々
の
見
解
で
は
、
特
定
の
取
調
の
主
要
目
的
が
刑
事
責
任
の
判
断
で
あ
る
場
合
、
歳
入
庁
職
員
は231.1

（1

）及
び231.2

（1

）の
下

で
の
質
問
検
査
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
や
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
質
的
に
公
務
員
が
『
ル
ビ
コ
ン
川
を
渡
る
』
の
は
、
問
題
の
取
調
が
納

税
者
と
国
の
間
の
敵
対
的
な
関
係
に
従
事
す
る
場
合
で
あ
る
。」

　
「
い
つ
国
家
と
個
人
の
関
係
が
実
際
に
敵
対
的
な
も
の
に
な
る
か
の
判
断
は
文
脈
的
な
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
関
係
す
る
事
実
を
考
慮

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
の
見
解
で
は
、
以
下
の
要
素
リ
ス
ト
が
、
調
査
の
主
な
目
的
が
犯
罪
調
査
だ
っ
た
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
の
を

助
け
て
く
れ
る
。
犯
則
調
査
に
つ
な
げ
る
と
い
う
明
確
な
判
断
は
別
と
し
て
、
ど
の
要
素
も
そ
れ
自
体
、
必
ず
し
も
決
定
的
で
は
あ
り
え

な
い
が
、
裁
判
所
は
状
況
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
問
題
の
取
調
や
調
査
が
国
家
と
個
人
の
敵
対
的
関
係
に
従
事
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ

き
、
判
断
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
裁
判
官
は
以
下
の
よ
う
な
疑
問
を
含
む
（
し
か
し
こ
れ
に
限
ら
れ
な
い
）
全
て
の
要
素

に
着
目
す
る
。

　
（
ａ
） 　

権
限
あ
る
当
局
は
告
発
す
る
合
理
的
根
拠
を
有
し
て
い
る
か
？　

犯
則
調
査
へ
の
手
続
を
踏
む
決
断
が
行
わ
れ
た
可
能
性
は
記

録
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
か
？

　
（
ｂ
）　

そ
れ
は
、
犯
則
調
査
へ
の
移
行
に
一
貫
す
る
、
権
限
あ
る
当
局
の
一
般
的
な
運
営
で
あ
っ
た
か
？

　
（
ｃ
）　

調
査
官
は
そ
の
フ
ァ
イ
ル
及
び
資
料
を
収
税
官
吏
に
移
転
し
た
か
？

　
（
ｄ
）　

調
査
官
の
行
動
は
、
実
質
的
に
は
収
税
官
吏
の
代
理
人
と
し
て
行
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
？

　
（
ｅ
）　

証
拠
の
収
集
に
際
し
て
、
収
税
官
吏
は
調
査
官
を
自
身
の
代
理
人
と
し
て
利
用
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
か
？

　
（
ｆ
） 　

証
拠
は
納
税
者
の
納
税
義
務
に
一
般
的
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
か
？　

或
い
は
、
納
税
者
の
犯
意
に
関
す
る
証
拠
の
場
合
は
、
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納
税
者
の
刑
事
責
任
に
の
み
関
係
す
る
も
の
か
？

　
（
ｇ
） 　

裁
判
官
が
、
税
務
調
査
が
実
際
に
は
犯
則
調
査
に
な
っ
た
と
結
論
づ
け
る
よ
う
な
そ
の
他
の
状
況
や
要
素
が
あ
る
か
？
」

　

こ
の
よ
う
に
、Jarvis

事
件
で
は
、
憲
章
七
条
に
つ
い
て
は
犯
則
調
査
に
の
み
そ
の
保
障
が
及
ぶ
こ
と
、
憲
章
八
条
に
つ
い
て
は
税
務

調
査
か
ら
犯
則
調
査
へ
の
資
料
流
用
が
問
題
と
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
、「
税
務
調
査
と
犯
則
調
査
の
境
界
」
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
税
務
調
査
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
実
質
的
に
は
一
定
の
日
付
以
降
犯
則
調
査
で
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
日
付
以
降

に
取
得
収
集
さ
れ
た
証
拠
を
排
除
し
）
91
（
た
。
こ
れ
ま
で
連
続
的
な
手
続
の
中
で
「
税
務
調
査
」
と
さ
れ
て
き
た
も
の
を
、「
実
質
的
に
は
犯

則
調
査
で
あ
る
」
と
し
て
、
憲
章
七
条
の
保
障
の
及
ぶ
時
点
を
前
倒
し
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
実
質
判
断
に
よ
る
憲
章
の
保
障
の
前
倒

し
と
い
う
や
り
方
は
、
日
本
に
お
け
る
税
務
調
査
で
の
質
問
検
査
権
の
運
用
違
憲
に
類
似
す
る
が
、
そ
の
保
障
の
範
囲
や
救
済
は
異
な
り

得
る
。
次
章
で
は
こ
の
点
に
つ
き
検
討
す
る
。

三　

日
本
と
の
比
較

　

本
章
で
は
、
前
章
で
紹
介
し
た
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
制
度
に
つ
い
て
確
認
し
た
後
、
各
々
を
比
較
検
討
す
る
。
資
料
の
流
用
と
証
拠
排
除

と
い
う
二
つ
の
要
素
を
通
じ
た
制
度
の
比
較
に
よ
り
、
日
本
へ
の
示
唆
を
論
じ
る
。

㈠　

憲
法
／
憲
章
の
権
利
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
憲
法
及
び
憲
章
の
権
利
に
つ
い
て
、
日
本
と
カ
ナ
ダ
を
比
較
す
る
。
日
本
で
は
憲
法
三
五
条
に
定
め
ら
れ
る
令
状
主
義
と
、
同

三
八
条
一
項
に
定
め
ら
れ
る
自
己
負
罪
免
除
特
権
が
調
査
に
関
連
す
る
権
利
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
で
は
、
直
接
の
規
定
は
な
い
も
の
の
、
憲

章
七
条
に
よ
っ
て
自
己
負
罪
免
除
特
権
が
保
障
さ
れ
、
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
保
障
す
る
同
八
条
の
中
で
令
状
主
義
に
近
い
も
の
が
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採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
日
本
で
は
、
税
務
調
査
に
対
し
て
は
、
憲
法
三
五
条
に
つ
き
、
刑
事
手
続
類
似
の
程
度
が
高
く
な
い
こ
と
か
ら

令
状
は
必
要
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
般
に
税
務
調
査
に
は
同
三
八
条
一
項
は
及
ば
な
い
が
、
事
案
に
よ
り
、
質
問
検
査
権

の
適
用
違
憲
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
、
質
問
検
査
権
が
犯
罪
捜
査
に
使
わ
れ
る
場
合
に
は
違
憲
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
犯
則
調

査
に
関
し
て
は
、
同
三
五
条
に
つ
き
、
裁
判
官
の
許
可
が
適
正
に
取
得
さ
れ
れ
ば
こ
れ
を
侵
害
し
な
い
と
考
え
ら
れ
、
同
三
八
条
一
項
に

つ
い
て
は
、
刑
事
手
続
類
似
性
に
よ
り
黙
秘
権
は
保
障
さ
れ
る
が
、
告
知
の
義
務
は
な
い
と
さ
れ
る
。

　

二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
カ
ナ
ダ
で
は
、
税
務
調
査
に
は
一
般
に
憲
章
七
条
の
保
護
は
及
ば
ず
同
八
条
の
保
護
は
限
定
的
だ
が
、
実
質
的

な
「
犯
則
調
査
の
開
始
時
点
」
の
見
極
め
に
よ
っ
て
、
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
税
務
調
査
」
部
分
に
憲
章
の
保
護
を
食
い
込
ま
せ
る
可

能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
犯
則
調
査
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
犯
則
調
査
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
同
七
条
の
保
護
が
及
ぶ
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
税
務
調
査
と
犯
則
調
査
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
部
分
に
関
し
て
は
、
同
七
条
の
保
障
自
体
が
比
較
衡
量
を
含
む
の
で
、
事
案
に
よ
っ
て

①
強
制
力
の
有
無
、
②
敵
対
的
関
係
の
有
無
、
③
信
用
で
き
な
い
自
白
、
④
国
家
権
力
濫
用
の
危
険
性
、
と
い
う
要
素
を
勘
案
し
、
判
例

法
理
の
下
で
の
事
案
ご
と
の
判
断
が
必
要
と
な
る
。
同
八
条
に
つ
い
て
も
、
犯
則
調
査
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
そ
の
保
障
が
及
ぶ
が
、

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
①
適
切
に
令
状
が
取
得
さ
れ
て
い
る
か
、
②
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
国
家
の
便
益
の
利
益
衡
量
、

と
い
う
要
件
で
判
断
さ
れ
る
。
犯
則
調
査
に
つ
い
て
は
、
②
の
判
断
の
際
に
、
租
税
関
係
の
資
料
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
合
理
的
な
期
待

が
低
い
、
と
い
う
点
が
勘
案
さ
れ
る
の
で
、
一
般
的
に
は
保
障
の
程
度
は
高
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
カ
ナ
ダ
の
実
質
的
な
「
犯
則
調
査
の
開
始
時
点
」
を
前
倒
し
し
て
、
ど
こ
か
ら
刑
事
責
任
追
及
の
た
め
の
調
査
で
あ
る

か
を
見
極
め
、
そ
の
時
点
か
ら
憲
章
の
保
護
を
与
え
る
、
と
い
う
構
造
と
、
日
本
の
質
問
検
査
権
が
刑
事
責
任
の
追
及
の
た
め
に
使
わ
れ

れ
ば
適
用
違
憲
と
し
て
保
護
を
与
え
る
、
と
い
う
構
造
は
似
通
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
る
保
護
及
び
救
済
の

範
囲
は
異
な
り
得
る
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
原
因
の
一
端
は
証
拠
資
料
の
扱
い
の
差
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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㈡　

証
拠
資
料
の
扱
い

　

カ
ナ
ダ
下
級
審
判
決
に
お
け
る
「
税
務
調
査
で
の
証
言
は
す
べ
て
強
制
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
犯
則
調
査
に
お
い
て
排
除
す
る
」
と
い

う
考
え
方
は
日
本
の
学
説
に
類
似
す
る
が
、
最
高
裁
に
は
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
。
理
由
と
し
て
は
、
税
務
調
査
で
の
証
拠
が
全
く
使
え
な

い
と
、
納
税
者
の
権
利
は
守
ら
れ
る
が
、
刑
事
告
発
が
実
務
上
難
し
く
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
実
務
上
の
困
難
と
い
う
事
情

は
日
本
も
同
様
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
日
本
の
実
務
で
は
、「
無
制
限
使
用
は
で
き
な
い
が
一
定
程
度
は
使
用
で
き
る
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
範
囲
は
、
判
例
に
よ

れ
ば
「
税
務
調
査
が
犯
則
調
査
の
手
段
と
な
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
が
、「
犯
則
調
査
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
に
止
ま
る

場
合
」
は
税
務
調
査
で
得
ら
れ
た
資
料
の
証
拠
能
力
を
認
容
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
カ
ナ
ダ
で
は
、
税
務
調
査
で
の
資
料

を
犯
則
調
査
で
使
用
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
が
、
憲
章
の
保
障
の
及
ぶ
範
囲
を
実
質
的
な
判
断
に
よ
っ
て
前
倒
し
し
、
調
査
の
主
要
目

的
が
「
刑
事
責
任
の
追
及
」
に
あ
る
場
合
は
そ
の
時
点
か
ら
犯
則
調
査
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
犯
則
調
査
と
認
め
ら
れ
た
過
程

で
得
ら
れ
た
証
拠
に
は
憲
章
の
保
護
が
及
び
、
当
該
証
拠
は
排
除
さ
れ
る
。

　

日
本
で
は
、
税
務
調
査
と
犯
則
調
査
を
調
査
主
体
に
よ
っ
て
分
断
し
た
上
で
、
税
務
調
査
で
何
ら
か
の
逋
脱
の
証
拠
と
な
り
得
る
証
拠

を
入
手
し
た
場
合
、
そ
れ
が
「
当
初
か
ら
明
ら
か
に
犯
則
調
査
の
手
段
で
あ
っ
た
」
と
認
定
さ
れ
な
け
れ
ば
犯
則
事
件
へ
の
証
拠
の
流
用

が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
、
税
務
調
査
で
得
た
証
拠
を
そ
の
ま
ま
犯
則
調
査
に
流
用
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
存
在
等
を

知
っ
た
上
で
、
或
い
は
一
部
を
証
憑
と
し
て
で
も
、
令
状
を
申
請
）
92
（

し
、
査
察
部
が
当
該
証
拠
を
取
り
直
す
こ
と
で
、
当
該
証
拠
の
排
除
の

可
能
性
は
相
当
に
低
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
）
93
（
る
。
調
査
主
体
の
意
思
と
い
う
事
実
認
定
の
問
題
は
あ
る
も
の
）
94
（
の
、
税
務
調
査
の
方
で
、

「
後
の
犯
則
調
査
へ
の
利
用
を
想
定
し
て
い
た
に
止
ま
る
」
も
の
と
し
て
調
査
を
進
め
、
犯
則
調
査
で
は
そ
の
調
査
結
果
を
、
令
状
を
以

て
再
取
得
す
る
、
と
い
う
過
程
を
経
る
こ
と
で
、
間
接
強
制
た
る
税
務
調
査
で
得
ら
れ
た
、
逋
脱
に
関
す
る
証
拠
は
日
本
の
制
度
上
問
題



税務調査から犯則調査への資料の流用について

285

と
な
る
こ
と
な
く
犯
則
事
件
に
利
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
カ
ナ
ダ
の
場
合
に
は
、
そ
の
調
査
主
体
は
一
考
慮
要
素
で
は
あ
る
も
の
の
、
決
定
的
な
判
断
要
素
で
は
な
く
、
調
査
の
性
質

を
実
質
的
に
判
断
し
て
犯
則
調
査
の
開
始
時
点
を
判
断
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
税
務
調
査
と
し
て
憲
章
の
権
利
に
つ
い
て
の
警
告
を
し

て
い
な
い
中
で
、
犯
則
調
査
と
認
定
を
受
け
た
時
点
以
降
に
得
ら
れ
た
証
拠
は
基
本
的
に
排
除
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で
は
制
度
上
、

令
状
取
得
及
び
異
な
る
主
体
に
よ
る
再
取
得
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。「
後
の
犯
則
調
査
で
の
利
用
を
想
定
し
た
に
止
ま
る
税
務
調
査

で
取
得
収
集
さ
れ
た
資
料
」
は
、
日
本
で
は
流
用
に
問
題
が
な
い
も
の
と
さ
れ
、
か
つ
再
取
得
の
道
も
開
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

カ
ナ
ダ
で
は
事
案
に
よ
り
、
そ
の
調
査
自
体
が
実
質
的
に
犯
則
調
査
で
あ
っ
た
と
認
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
結
果
証
拠
は
排
除

さ
れ
、
再
取
得
す
る
こ
と
も
制
限
さ
れ
る
。

　

カ
ナ
ダ
のJarvis

事
件
と
日
本
の
平
成
一
六
年
決
定
は
、
何
れ
も
当
局
が
、
犯
則
強
制
捜
査
の
た
め
、
捜
査
令
状
を
取
得
す
る
た
め

の
疎
明
資
料
に
、
間
接
強
制
で
あ
る
税
務
調
査
で
得
ら
れ
た
証
拠
を
使
用
し
、
そ
の
場
合
の
当
該
証
拠
の
証
拠
能
力
が
問
題
と
な
っ
た
事

案
で
あ
り
、
何
れ
も
国
側
の
勝
訴
で
あ
っ
た
。
平
成
一
六
年
決
定
は
、
日
本
の
「
税
務
調
査
か
ら
の
犯
則
調
査
へ
の
資
料
の
流
用
は
、
全

面
的
に
は
許
さ
れ
な
い
が
、
一
定
程
度
は
許
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
、
し
か
し
範
囲
に
つ
い
て
は
見
解
の
一
致
を
見
て
い
な
い
」
と
い
う
状

況
で
「
端
緒
と
な
る
こ
と
は
可
」
に
加
え
て
「
犯
則
調
査
へ
の
利
用
が
想
定
で
き
る
場
合
で
も
証
拠
能
力
は
容
認
さ
れ
る
」
と
判
示
し
た
。

こ
れ
は
、
質
問
検
査
権
の
行
使
が
「
犯
罪
捜
査
の
手
段
と
し
て
」
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
そ
の
よ
う
な
場
合
の
資
料
流
用
は
否
定
さ

れ
る
、
と
い
う
一
定
の
制
約
を
示
し
て
は
い
る
も
の
の
、
結
果
と
し
て
は
納
税
者
の
権
利
保
護
の
範
囲
を
狭
め
る
方
向
に
働
い
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、Jarvis

事
件
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
「
憲
章
七
条
・
八
条
の
適
用
対
象
に
つ
い
て
、
主
要
目
的
基
準
で
そ
の
保
護
の
有
無
を
判
断
す

る
判
例
」
と
「
税
務
調
査
で
得
ら
れ
た
資
料
は
す
べ
て
強
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
犯
則
調
査
で
の
証
拠
能
力
を
持
た
な
い
と
す
る
判

例
」
が
並
ぶ
中
で
、
主
要
目
的
基
準
に
よ
る
実
質
的
な
犯
則
調
査
の
開
始
時
点
の
前
倒
し
に
よ
る
保
護
を
最
高
裁
が
明
確
に
し
た
も
の
と
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評
価
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
は
税
務
調
査
で
適
切
に
取
得
さ
れ
た
資
料
の
犯
則
調
査
へ
の
流
用
を
「
妨
げ
る
も
の
は
何
も
な
い
」
と

判
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
資
料
の
流
用
を
基
本
的
に
は
全
面
的
に
可
と
す
る
一
方
で
、
事
後
的
に
憲
章
の
保
護
対
象
と
な
る
調
査
を
拡

大
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
得
る
。

　

こ
の
よ
う
に
よ
く
似
た
事
案
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
制
度
や
資
料
の
扱
い
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
に
よ
っ
て
、
全
く
逆
の
方
向
性
を

示
唆
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
カ
ナ
ダ
の
場
合
に
は
、
証
拠
の
再
取
得
が
で
き
ず
、
税
務
調
査
か
ら
犯
則
調
査
へ
の
資
料
の
流
用
と

い
う
点
に
関
し
て
は
保
護
範
囲
を
狭
め
ざ
る
を
得
ず
、
裁
判
に
よ
る
実
質
的
な
犯
則
調
査
の
開
始
時
点
の
判
断
と
い
う
事
後
的
な
救
済
を

採
用
し
て
い
る
。
一
方
で
、
日
本
で
は
税
務
調
査
か
ら
犯
則
調
査
へ
の
証
拠
の
流
用
に
つ
い
て
制
約
の
あ
る
点
で
は
カ
ナ
ダ
よ
り
も
厳
格

だ
が
、
犯
則
調
査
に
よ
る
資
料
の
再
取
得
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
カ
ナ
ダ
よ
り
も
緩
や
か
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
日
本
も

カ
ナ
ダ
も
、
納
税
者
の
保
護
を
貫
徹
し
よ
う
と
し
て
再
取
得
不
可
、
流
用
不
可
と
す
る
と
、
現
実
的
に
告
発
が
し
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
に
、
納
税
者
の
保
護
と
、
質
問
検
査
権
の
趣
旨
の
実
現
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と

は
難
し
い
。
し
か
し
カ
ナ
ダ
の
現
状
は
、
日
本
と
は
異
な
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
、
そ
し
て
ど
こ
か
を
厳
格
に
す
れ
ば
ど
こ
か
を
緩
や
か

に
せ
ざ
る
を
得
な
い
二
つ
の
価
値
の
一
つ
の
在
り
方
を
示
唆
し
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
憲
法
及
び
憲
章
の
権
利
保
障
と
、
税
務
調
査
か
ら
犯
則
調
査
へ
の
資
料
の
流
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
日
本
も
カ
ナ
ダ
も
、
と
も
に
納
税
者
の
権
利
保
障
と
質
問
検
査
権
の
趣
旨
の
実
現
と
い
う
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ
る
価
値

の
間
で
、
各
々
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
制
度
を
運
用
し
て
い
る
が
、
日
本
で
は
憲
法
の
権
利
保
障
の
方
法
と
し
て
、
調
査
主
体
に
よ
る
形
式

的
な
分
断
を
、
カ
ナ
ダ
で
は
調
査
の
性
質
の
実
質
判
断
を
採
用
し
て
い
る
。
日
本
で
の
形
式
的
な
分
断
は
、
資
料
の
流
用
に
制
限
が
あ
る
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点
で
制
度
と
し
て
は
カ
ナ
ダ
よ
り
も
厳
格
に
納
税
者
保
護
を
図
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
実
の
逋
脱
犯
告
発
と
い
う
要

請
か
ら
実
際
に
は
一
定
の
範
囲
で
資
料
の
流
用
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
異
な
る
調
査
主
体
に
よ
る
証
拠
の
再
取
得
が
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
納
税
者
の
権
利
保
障
は
貫
徹
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
カ
ナ
ダ
で
は
資
料
の
流
用
は
全
面
的
に
可
能
で
あ
る

な
ど
、
日
本
よ
り
か
な
り
緩
や
か
な
点
が
あ
る
反
面
、
証
拠
資
料
の
排
除
及
び
再
取
得
の
不
可
に
つ
い
て
は
日
本
よ
り
も
徹
底
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
、
そ
の
点
は
日
本
よ
り
も
納
税
者
の
権
利
保
障
に
資
す
る
在
り
方
を
採
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
納

税
者
の
権
利
保
障
と
逋
脱
犯
の
告
発
に
よ
る
適
正
な
税
制
の
運
用
と
い
う
相
反
す
る
価
値
の
双
方
を
尊
重
す
る
た
め
、
双
方
の
国
で
判
例

や
学
説
を
通
じ
て
様
々
な
模
索
が
さ
れ
て
い
る
が
、
カ
ナ
ダ
の
現
状
は
、
日
本
と
は
異
な
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
を
示
唆
す
る
も
の
で 

あ
る
。

　

ま
た
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
一
度
「
汚
れ
た
証
拠
」
と
さ
れ
れ
ば
そ
れ
以
降
当
該
証
拠
を
二
度
と
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
或
い
は

再
取
得
の
上
使
用
す
る
と
い
う
発
想
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
深
く
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
が
、
日
本
の
よ
う
な
制
度
上
の
分
断

が
な
い
と
い
う
理
由
の
み
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
以
外
の
素
地
が
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て

い
き
た
い
。
そ
の
点
に
関
連
し
て
、「
汚
れ
た
証
拠
」
と
し
て
排
除
さ
れ
る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
、
カ
ナ
ダ
で
は
ど
の
よ
う
な
種
類
の
証

拠
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
範
囲
で
排
除
が
な
さ
れ
る
か
、
と
い
う
議
論
が
日
本
よ
り
も
活
発
に
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
資
料
の

流
用
を
制
限
す
る
こ
と
で
納
税
者
の
保
護
を
図
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
日
本
の
現
行
の
制
度
下
で
は
、
証
拠
の
排
除
可
能
性
に
つ
い
て
、

証
拠
の
種
類
や
範
囲
が
詳
し
く
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
）
95
（

る
。
本
稿
で
は
、
資
料
の
流
用
と
証
拠
の
排
除
の
ど
ち
ら
に

よ
っ
て
税
制
の
適
正
な
運
用
を
、
或
い
は
納
税
者
の
権
利
保
護
を
担
保
し
て
い
る
か
、
と
い
う
視
点
で
議
論
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、

二
つ
の
ど
ち
ら
の
要
素
に
つ
い
て
も
、
オ
ー
ル
オ
ア
ナ
ッ
シ
ン
グ
で
は
な
く
、
そ
の
厳
格
さ
の
程
度
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
で
も
あ
る
。

証
拠
の
種
類
や
排
除
の
範
囲
と
い
っ
た
点
に
つ
き
、
カ
ナ
ダ
の
議
論
を
参
考
に
し
、
日
本
で
の
証
拠
の
分
類
に
よ
る
排
除
の
可
能
性
を
検

討
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
排
除
さ
れ
る
べ
き
資
料
の
分
析
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
逋
脱
犯
の
告
発
と
い
う
利
益
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と
競
合
し
に
く
い
範
囲
で
の
納
税
者
保
護
を
検
討
す
る
道
を
模
索
す
る
こ
と
も
ま
た
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
1
）  
日
本
の
質
問
検
査
権
に
つ
い
て
は
、
北
野
弘
久
『
質
問
検
査
権
の
法
理
』（
弘
文
堂
、
一
九
七
四
年
）、
玉
國
文
敏
「
租
税
調
査
の
現
代
的
課

題
」
租
税
一
四
号
（
一
九
八
六
年
）
五
二
頁
な
ど
、
多
く
の
論
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
諸
外
国
の
質
問
検
査
権
に
つ
い
て
は
、
日
税
九
号

（
一
九
八
九
年
）
に
お
け
る
、
金
子
宏
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
税
務
調
査

―
質
問
検
査
権
を
中
心
と
し
て

―
」、
宮
谷
俊
胤
「
イ
ギ
リ
ス
に
お

け
る
税
務
調
査
」、
木
村
弘
之
亮
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
税
務
調
査
」、
吉
村
典
久
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
税
務
調
査
」
な
ど
。
本
稿
で
主
に
扱
う

自
己
負
罪
免
除
特
権
と
質
問
検
査
権
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
金
子
宏
「
行
政
手
続
と
自
己
負
罪
の
特
権

―
租
税
手
続
を
中
心
と
す
る

ア
メ
リ
カ
の
判
例
法
理
の
検
討

―
」『
所
得
概
念
の
研
究

―
所
得
課
税
の
基
礎
理
論
〈
上
巻
〉』（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）
三
〇
六
頁
、
酒

巻
匡
「
憲
法
三
八
条
一
項
と
行
政
上
の
供
述
義
務
」『
松
尾
浩
也
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』
下
巻
（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）
七
七
頁
等
。

（
2
）  

笹
倉
宏
紀
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
三
〇
四
号
一
八
八
頁
（
二
〇
〇
六
年
）、
山
口
雅
高
「
判
解
」
曹
時
五
八
巻
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
三
四
八
頁
。

こ
の
問
題
に
関
す
る
納
税
者
の
保
護
に
つ
き
、
事
前
手
続
の
整
備
と
い
っ
た
方
向
で
の
議
論
が
目
立
つ
。
酒
井
克
彦
「
納
税
者
の
権
利
保
護
と
事

前
手
続
の
充
実
策
」
慶
應
ロ
ー
一
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
頁
、
金
子
秀
夫
「
調
査
に
お
け
る
事
前
手
続
き
制
度
の
確
立
」
税
理
四
二
巻
二
号

（
一
九
九
九
年
）
四
五
頁
等
。
事
後
的
救
済
一
般
の
限
界
に
つ
い
て
は
、
宇
賀
克
也
『
行
政
手
続
法
の
解
説
﹇
第
五
訂
版
﹈』
一
八
頁
（
学
陽
書
房
、

二
〇
〇
五
年
）、
阿
部
泰
隆
『
行
政
救
済
の
実
効
性
』
一
七
〇
頁
（
弘
文
堂
、
一
九
八
五
年
）
等
。

（
3
）  

北
野
・
前
掲
注
（
１
）
一
六
頁
、
六
〇
頁
。

（
4
）  

笹
倉
宏
紀
「
行
政
調
査
と
刑
事
手
続
（
一
）」
法
協
一
二
三
巻
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
八
三
七
頁
以
下
は
、
当
時
「
直
接
の
」
適
用
は
否
定
さ

れ
て
い
た
も
の
の
、
最
判
昭
和
二
七
年
七
月
一
一
日
や
最
判
昭
和
三
〇
年
四
月
二
七
日
に
お
い
て
は
、
行
政
調
査
や
犯
則
調
査
に
対
し
て
憲
法 

三
五
条
の
適
用
を
暗
黙
裡
に
認
め
て
い
る
と
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
5
）  

臼
井
滋
夫
『
国
税
犯
則
取
締
法
』（
信
山
社
、
一
九
九
〇
年
）
一
一
九
頁
、
小
高
剛
「
判
批
」
重
判
解
（
昭
四
七
度
）
七
頁
、
板
倉
宏 

「
判
批
」
ジ
ュ
リ
五
二
六
号
（
一
九
七
三
年
）
五
六
頁
、
石
川
健
治
「
判
批
」
水
野
忠
恒
ほ
か
編
『
租
税
判
例
百
選
﹇
第
四
版
﹈』（
有
斐
閣
、 

二
〇
〇
五
年
）
二
〇
八
頁
。

（
6
）  

第
八
回
国
会
参
議
院
地
方
行
政
委
員
会
会
議
録
第
一
二
号
（
昭
和
二
五
年
七
月
二
八
日
）
一
三
頁
。

（
7
）  

長
野
地
判
昭
和
二
六
年
一
月
二
五
日
刑
資
九
三
号
二
七
三
頁
、
東
京
高
判
昭
和
二
七
年
一
月
三
一
日
高
刑
五
巻
二
号
一
六
〇
頁
、
名
古
屋
高
裁
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金
沢
支
部
昭
和
二
七
年
三
月
三
一
日
刑
資
九
三
号
四
四
一
頁
、
福
岡
高
判
昭
和
三
一
年
八
月
九
日
高
刑
九
巻
八
号
八
七
八
頁
な
ど
。
笹
倉
・
前
掲

注
（
４
）
は
行
政
手
続
に
も
憲
法
三
八
条
一
項
の
保
護
が
及
ぶ
こ
と
を
前
提
に
、
供
述
強
制
の
目
的
が
刑
事
責
任
の
追
及
に
な
い
こ
と
、
供
述
対

象
が
不
利
益
性
を
欠
く
こ
と
、
或
い
は
公
共
の
福
祉
に
よ
る
制
約
を
甘
受
す
べ
き
こ
と
等
を
挙
げ
供
述
義
務
の
合
憲
性
を
肯
定
す
る
も
の
が
多 

か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
8
）  
柴
田
孝
夫
「
判
解
」『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
』（
昭
四
七
度
）（
法
曹
会
、
一
九
七
四
年
）
二
二
七
頁
。
雄
川
一
郎
ほ
か
『
行
政
強 

制

―
行
政
権
の
実
力
行
使
の
法
理
と
実
態
』
ジ
ュ
リ
増
刊
（
一
九
七
七
年
）
一
四
七
頁
、
田
宮
裕
「
判
批
」
刑
事
判
例
研
究
会
編
『
刑
事
判
例

評
釈
集
第
三
四
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
）
一
二
四
頁
、
松
井
茂
記
「
行
政
手
続
と
令
状
主
義
及
び
黙
秘
権
」
樋
口
陽
一
編
『
憲
法
の
争

点
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
六
年
）
一
四
八
頁
。

（
9
）  

松
井
幸
夫
「
判
批
」
芦
部
信
喜
ほ
か
編
『
憲
法
判
例
百
選
Ⅱ
﹇
第
四
版
﹈』（
二
〇
〇
〇
年
）
二
一
六
頁
。

（
10
）  

石
川
・
前
掲
注
（
５
）
二
〇
九
頁
。

（
11
）  

そ
の
他
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
笹
倉
宏
紀
「
行
政
調
査
と
刑
事
手
続
（
二
）」
法
協
一
二
三
巻
一
〇
号
（
二
〇
〇
六
年
）
二
〇
九
六
頁
。

（
12
）  

但
し
、
最
決
昭
和
四
四
年
一
二
月
三
日
刑
集
二
三
巻
一
二
号
一
五
二
五
頁
は
刑
事
手
続
で
な
く
一
種
の
行
政
手
続
と
明
言
す
る
一
方
、
憲
法 

三
八
条
一
項
と
犯
則
調
査
の
関
係
に
つ
き
判
示
し
た
昭
和
五
九
年
判
決
は
「
実
質
的
に
は
租
税
犯
の
捜
査
と
し
て
の
機
能
を
営
む
も
の
で
あ
っ 

て
…
…
収
税
官
吏
に
認
め
ら
れ
た
特
別
の
捜
査
手
続
と
し
て
の
性
質
を
帯
有
す
る
」
と
し
、
二
つ
の
立
場
が
考
え
得
る
。

（
13
）  

臼
井
・
前
掲
注
（
５
）
一
〇
二
頁
。
金
子
宏
『
租
税
法
』（
弘
文
堂
、
第
一
六
版
、
二
〇
一
一
年
）
八
八
二
頁
。

（
14
）  

金
子
・
前
掲
注
（
13
）
八
八
四
頁
、
川
崎
民
商
事
件
参
照
。

（
15
）  

金
子
・
前
掲
注
（
13
）
八
八
四
頁
。

（
16
）  

金
子
・
前
掲
注
（
13
）
八
五
五
頁
。

（
17
）  

国
税
庁
レ
ポ
ー
トhttp://w

w
w. nta. go. jp/kohyo/katsudou/report/2011/02_3. htm

（
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
四
日
最
終
閲
覧
）
に
よ

れ
ば
国
税
庁
は
調
査
の
事
前
通
知
を
行
う
方
針
で
あ
る
。
学
説
で
は
事
前
通
知
の
義
務
、
調
査
理
由
告
示
の
必
要
性
に
つ
き
議
論
が
あ
る
が
、
最

決
昭
和
四
八
年
七
月
一
〇
日
は
実
定
法
上
定
め
の
な
い
細
目
に
つ
い
て
税
務
職
員
の
選
択
に
委
ね
ら
れ
る
と
判
示
。

（
18
）  

北
野
・
前
掲
注
（
１
）
一
六
頁
、
六
〇
頁
。

（
19
）  

国
税
庁
レ
ポ
ー
ト
・
前
掲
注
（
17
）。

（
20
）  

遠
藤
武
和
『
税
務
調
査
』（
大
蔵
財
務
協
会
、
一
九
七
二
年
）
四
四
頁
。
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（
21
）  

国
税
庁
レ
ポ
ー
ト
・
前
掲
注
（
17
）。

（
22
）  

臼
井
・
前
掲
注
（
５
）
一
〇
二
頁
。

（
23
）  

臼
井
・
前
掲
注
（
５
）
八
頁
。

（
24
）  
臼
井
・
前
掲
注
（
５
）
一
二
四
頁
。

（
25
）  
平
成
一
六
年
決
定
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。

（
26
）  
臼
井
・
前
掲
注
（
５
）
一
七
三
頁
。

（
27
）  

強
制
調
査
が
令
状
主
義
の
建
前
を
と
る
こ
と
に
つ
き
、
こ
れ
を
欠
け
ば
憲
法
三
五
条
に
違
反
す
る
無
効
な
規
定
と
な
る
と
い
う
立
場
と
、
単
に

立
法
政
策
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
立
場
が
あ
る
。
昭
和
五
九
年
判
決
は
同
三
八
条
一
項
の
保
障
が
犯
則
調
査
に
も
及
ぶ
と
判
示
す
る
。

（
28
）  

金
子
・
前
掲
注
（
１
）
一
九
九
五
年
、
三
〇
八
頁
。

（
29
）  

本
稿
で
は
税
務
調
査
か
ら
犯
則
調
査
へ
の
資
料
の
流
用
に
つ
い
て
論
じ
る
。
犯
則
調
査
か
ら
税
務
調
査
へ
の
資
料
利
用
に
つ
い
て
は
、
最
判
昭

和
六
三
年
三
月
三
一
日
訟
月
三
四
巻
一
〇
号
二
〇
七
四
頁
、
佐
藤
英
明
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
九
三
八
号
（
一
九
八
九
年
）
八
五
頁
な
ど
。

（
30
）  

金
子
・
前
掲
注
（
13
）
七
四
四
頁
。

（
31
）  

金
子
・
前
掲
注
（
13
）
七
四
三
頁
。

（
32
）  

山
口
・
前
掲
注
（
２
）
三
四
一
頁
。

（
33
）  

小
平
武
史
「
判
批
」
月
刊
税
務
事
例
三
六
巻
八
号
（
二
〇
〇
四
年
）
八
頁
。

（
34
）  

草
川
十
郎
ほ
か
『
現
代
税
務
全
集
二
九 

調
査
・
査
察
の
税
務
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
三
年
）
三
九
五
頁
、
太
郎
良
留
美
「
判
批
」
法
学
七

一
巻
六
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
六
二
頁
。

（
35
）  

中
尾
巧
「
課
税
調
査
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
資
料
を
犯
則
調
査
な
い
し
刑
事
訴
追
の
た
め
に
利
用
す
る
場
合
等
の
法
的
問
題
点
に
つ
い
て
」
民

研
三
九
四
号
（
一
九
九
〇
年
）
二
七
〜
二
八
頁
。

（
36
）  

山
口
・
前
掲
注
（
２
）
三
四
八
頁
。

（
37
）  

当
判
断
を
踏
襲
す
る
も
の
と
し
て
、
高
松
高
判
平
成
九
年
一
〇
月
九
日
税
資
二
三
三
号
七
〇
七
頁
、
最
決
平
成
一
〇
年
三
月
四
日
税
資
二
三
三

号
六
九
九
頁
、
福
岡
高
判
昭
和
六
二
年
四
月
二
七
日
税
資
一
五
八
号
三
一
九
頁
等
。

（
38
）  

平
成
一
六
年
決
定
で
は
税
務
調
査
以
前
に
内
偵
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
等
か
ら
、
た
と
え
犯
則
調
査
段
階
で
の
証
拠
資
料
が
「
毒
樹
の
果
実
」

と
判
断
さ
れ
て
も
、「
独
立
入
手
源
の
法
理
」「
不
可
避
的
発
見
の
法
理
」
に
よ
り
証
拠
能
力
が
肯
定
さ
れ
得
る
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
、
税
務
調
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査
以
前
に
は
内
偵
が
始
ま
っ
て
お
ら
ず
、
税
務
調
査
段
階
で
の
資
料
提
供
に
つ
き
、
後
の
証
拠
利
用
想
定
の
下
で
調
査
官
か
ら
働
き
か
け
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、「
手
段
」
と
認
定
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

（
39
）  

笹
倉
・
前
掲
注
（
２
）
一
八
八
頁
。

（
40
）  
玉
國
・
前
掲
注
（
１
）
六
五
頁
。

（
41
）  
太
郎
良
・
前
掲
注
（
34
）
八
八
九
頁
。

（
42
）  
増
井
良
啓
「
判
批
」
小
早
川
ほ
か
編
『
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
﹇
第
五
版
﹈』（
二
〇
〇
六
年
）
二
一
八
頁
。

（
43
）  

流
用
資
料
の
違
法
収
集
証
拠
と
し
て
の
証
拠
能
力
否
定
の
問
題
が
あ
る
。
朝
山
芳
史
「
判
解
」
曹
時
五
六
巻
一
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
三
〇
一

四
〜
三
〇
五
四
頁
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
刑
事
手
続
上
の
違
法
収
集
証
拠
排
除
原
則
に
つ
い
て
は
、
最
決
平
成
一
五
年
二

月
一
四
日
刑
集
五
七
巻
二
号
一
二
一
頁
等
、
最
判
昭
和
五
三
年
九
月
七
日
刑
集
三
二
巻
六
号
一
六
七
二
頁
以
降
、
裁
判
所
は
「
違
法
の
重
大
性
」

「
排
除
相
当
性
」
を
基
準
に
証
拠
能
力
を
判
断
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
基
準
の
下
で
証
拠
能
力
を
否
定
し
た
裁
判
例
は
少
な
い
。
ま
た
、
違
法

性
の
判
断
に
は
収
集
手
続
と
証
拠
の
間
の
「
密
接
関
連
性
」
を
問
題
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
因
果
関
係
の
判
断
の
中
に
解
消
さ
れ
る
と
理
解
す
る

見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
税
務
調
査
と
犯
則
調
査
は
そ
も
そ
も
目
的
を
異
に
す
る
た
め
、
密
接
関
連
性
が
肯
定
さ
れ
に
く
い
と
思
わ
れ
る
。

（
44
）  

金
子
・
前
掲
注
（
１
）
一
九
九
五
年
、
三
〇
八
頁
。

（
45
）  

セ
イ
ウ
ェ
ル
『
カ
ナ
ダ
の
政
治
と
憲
法
﹇
改
訂
版
﹈』（
三
省
堂
、
一
九
九
四
年
）
一
二
三
頁
。

（
46
）  Innes and W

illiam
s, 

“Protecting Against Self -Incrim
ination in Incom

e Tax Audits, Investigations, and Inquiries

”, Can. Tax 
J., vol. 49 

（2006

） p. 1459, footnote 32. 
自
己
負
罪
免
除
特
権
は
憲
章
一
三
条
に
明
示
さ
れ
る
が
こ
れ
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
範
囲
は
狭
く
、

裁
判
所
は
本
質
的
正
義
の
問
題
と
し
て
憲
章
七
条
に
よ
っ
て
自
己
負
罪
免
除
特
権
が
保
障
さ
れ
る
と
解
し
て
い
る
。

（
47
）  R. v. Fitzpatrick ﹇1995

﹈ 4 S. C. R. 154

（
48
）  Ibid, R v. W

hite ﹇1999

﹈ 2 S. C. R. 417

（
49
）  R v. W

hite ﹇1999

﹈ 2 S. C. R. 417, Para 45

（
50
）  Ibid, Para 47

（
51
）  Sherrin, 

“Distinguishing Charter Rights in Crim
inal and Regulatory Investigations: W

hat

’s the Purpose of Analyzing Pur-
pose?

”, 48 Alta. L. Rev. 93 （2010

） p. 98

（
52
）  Ibid, p. 98, p. 124, p. 73

参
照
。
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（
53
）  Ibid, p. 98 

（
54
）  H

unter v. Southam
 Inc ﹇1984

﹈ 2 S. C. R. 145
（
55
）  Ibid

（
56
）  
し
か
し
、
②
の
基
準
は
か
な
り
曖
昧
で
大
き
な
枠
組
み
で
し
か
な
い
の
で
、
実
質
的
に
は
①
が
か
な
り
大
き
な
要
素
を
占
め
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

（
57
）  Austin, 
“Inform

ation Sharing and the 

‘Reasonable

’ Am
biguities of Section 8 of the Charter

”, 57 U
niv. of Toronto L. J, p. 503

（
58
）  R. v. M

cKinlay Transport Ltd. ﹇1990

﹈ 1 S. C. R. 627

（
59
）  Ibid

（
60
）  Porter, 

“A Contextual Analysis of Section 8 Charter Rights in Regulatory Audits

”, 46 Crim
. L. Q

. 342 （2002

） p. 346

は
、
逋

脱
犯
等
は
他
法
の
下
の
違
反
で
も
真
に
は
刑
事
上
の
違
反
で
あ
り
憲
章
適
用
は
制
限
さ
れ
な
い
と
の
見
解
。
こ
れ
は
日
本
の
考
え
方
と
類
似
す
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
61
）  Krishna, The fundam

entals of Canadian Incom
e Tax 9

th ed. （2006, Carsw
ell

） p. 957

（
62
）  ITA231.1

（1

）
権
限
を
与
え
ら
れ
た
者
は
合
理
的
な
時
間
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
、
行
政
或
い
は
所
得
税
法
の
執
行
の
た
め
に
、
以
下
の
こ
と

が
で
き
る
。
納
税
者
の
帳
簿
記
録
の
検
査
、
支
払
う
べ
き
税
額
に
つ
い
て
の
記
録
の
検
査
、
棚
卸
資
産
の
検
査
、
事
業
用
建
物
へ
の
立
入
、
事
業

用
建
物
に
居
る
者
へ
の
協
力
要
請
。（2

）
居
住
用
建
物
に
は
令
状
を
備
え
る
場
合
を
除
き
、
同
意
な
く
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（3

）
大

臣
に
よ
っ
て
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
裁
判
官
は
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
上
で
令
状
を
発
行
す
る
。231.2

（1

）
大
臣
は
他
の
所
得
税
法

の
条
文
に
か
か
わ
ら
ず
、
通
知
の
上
で
あ
ら
ゆ
る
者
に
情
報
の
提
供
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
63
）  Tax Service O

ffice

のVerification and Enforcem
ent Section

（
64
）  Special Investigation Section

の
こ
と
。

（
65
）  Inform

ation Circular 71 -14R3, 

“The tax Audit

” June 18, 1984

（
66
）  Krishna, supra note 61, p. 956 

（
67
）  Sturrock, 

“Revenue Canada Audit and Investigations: Pow
ers, Procedures, Abuses, and Rem

edies

” in Proceedings of 51th 
Tax Conf. 21:7 （Can. Tax Foundation, 1999

）

（
68
）  Krishna, supra note 61, p. 957 
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（
69
）  R v. N

orw
ay Insulation ﹇1995

﹈ 23 O. R. （3d

） 432, O
nt. G

en. D
iv. 

そ
の
行
使
さ
れ
た
目
的
が
行
政
的
な
も
の
で
あ
る
限
り
質
問
検
査

権
は
合
憲
と
判
示
。
実
質
的
に
調
査
が
準
刑
事
上
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
憲
章
八
条
の
保
護
が
及
びH

unter

基
準
に
服
す
る
。

（
70
）  Inform

ation Circular 71 -14R3
（
71
）  Sturrock, supra note 67, 21:17

（
72
）  Sw

ystum
, 

“The Role of Investigation in Tax Audits: A Practitioner

’s Perspective

” in Proceedings of 50th Tax Conf. 30:5 
（Can. Tax Foundation, 1998

） 

（
73
）  Flem

m
ing, 

“Audits and Crim
inal Investigation U

nder the Canadian Charter of Rights and Freedom
s: Revenue Canada

’s 
Perspective

” in Proceedings of 50th Tax Conf. 31:5 （Can. Tax Foundation, 1998

） 

（
74
）  R v. N

orw
ay Insulation ﹇1995

﹈ 23 O. R. （3d

） 432, O
nt. G

en. D
iv.

（
75
）  Inform

ation Circular 73 -10R3

（
76
）  239.（1

）
以
下
の
全
て
の
者
は
、
違
反
に
つ
き
有
罪
で
あ
り
、
そ
の
他
要
件
を
満
た
す
罰
に
加
え
、
以
下
の
略
式
判
決
の
支
払
義
務
を
負
う
。

（
ａ
）
申
告
に
お
い
て
間
違
っ
た
、
或
い
は
欺
く
た
め
の
記
述
（
ｂ
）
脱
税
、
納
税
者
の
帳
簿
記
録
の
破
棄
・
改
竄
・
隠
匿
（
ｃ
）
帳
簿
を
省
く

（
ｄ
）
意
図
的
な
法
の
不
順
守
及
び
脱
税
（
ｅ
）
上
記
の
違
反
行
為
を
し
た
者
と
の
共
謀
。
そ
の
罰
は
以
下
。（
ｆ
）
脱
税
額
の
五
〇
％
以
上
二
〇

〇
％
未
満
の
罰
金
（
ｇ
）（
ｆ
）
に
規
定
さ
れ
る
罰
金
に
加
え
、
二
年
以
内
の
懲
役
。
以
下
、
還
付
・
控
除
に
関
す
る
違
反
等
の
規
定
が
続
く
。

（
77
）  

当
人
が
担
当
で
き
な
い
場
合
に
は
同
じ
法
廷
の
他
の
裁
判
官
で
も
可
と
さ
れ
て
い
る
。

（
78
）  

必
要
な
い
と
判
断
さ
れ
た
ら
三
日
以
内
に
返
却
さ
れ
る
。

（
79
）  Sw

ystum
, supra note 72, 30:5

（
80
）  R v. N

orw
ay Insulation ﹇1995

﹈ 23 O. R. （3d

） 432, O
nt. G

en. D
iv.

（
81
）  British Colum

bia Securities Com
m
ission v. Branch ﹇1995

﹈ 2 S. C. R. 3

（
82
）  Ibid,

「
条
文
下
で
の
取
調
べ
の
目
的
が
正
当
な
公
共
目
的
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
決
定
的
で
は
な
い
。
…
…
正
当
な
目
的
の
為
に
取
調
の
権

限
を
与
え
た
と
し
て
も
、
特
定
の
証
人
に
強
制
す
る
目
的
は
や
は
り
犯
罪
証
拠
を
得
る
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。」

（
83
）  Sherrin, supra note 51, p. 124

は
主
要
目
的
基
準
に
よ
る
憲
章
の
権
利
保
障
の
差
を
批
判
。

（
84
）  Innes, supra note 46, p. 1469

（
85
）  R v. W

araw
a ﹇1998

﹈, 56 Alta. LR

（3d

） 67 （Q
B

）
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（
86
）  

セ
イ
ウ
ェ
ル
・
前
掲
注
（
45
）
一
七
五
頁
「
カ
ナ
ダ
の
裁
判
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
は
違
っ
て
一
元
的
で
あ
る
。

…
…
カ
ナ
ダ
の
裁
判
所
シ
ス
テ
ム
は
、
法
律
問
題
が
連
邦
法
に
対
し
て
向
け
ら
れ
よ
う
と
、
州
法
に
対
し
て
向
け
ら
れ
よ
う
と
、
ま
た
憲
法
問
題

が
提
起
さ
れ
よ
う
と
、
通
常
、
州
裁
判
所
の
単
一
シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
な
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
…
…
州
の
上
訴
裁
判
所
か
ら
連
邦
裁
判
所

で
あ
る
カ
ナ
ダ
最
高
裁
判
所
へ
の
上
告
は
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る
。」
州
に
よ
り
裁
判
制
度
が
異
な
る
が
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
はProvince Court, 

Court of Q
ueen

’s Bench, Court of Appeal

を
有
し
、W

araw
a

事
件
はCourt of Q

ueen

’s Bench

で
の
判
断
。

（
87
）  R v. W

araw
a 

﹇1998

﹈, 56 Alta. LR

（3d

） 67 

（Q
B

）
し
か
し
、
税
務
調
査
で
得
ら
れ
た
資
料
が
「
強
制
さ
れ
た
証
拠
」
で
あ
る
結
果
と
し

て
の
訴
訟
手
続
の
中
止
や
憲
章
の
権
利
侵
害
へ
の
国
賠
は
「
並
外
れ
た
救
済
」
と
し
て
極
端
な
場
合
に
限
ら
れ
る
、
と
い
う
判
決
も
あ
る
（The 

Q
ueen v. D

ial D
rug Stores Ltd ﹇2003

﹈3 C. T. C 207, R v. Tiffin ﹇2008

﹈ 90 O. R. （3d

）575

（O
nt. C. A

））。

（
88
）  Sw

ystun, supra note 72, 30:11

（
89
）  R v. Jarvis ﹇2002
﹈ 3 S. C. R. 753

（
90
）  R v. M

ills 

﹇1999

﹈ 3 S. C. R. 668

は
、「
国
家
が
記
録
を
保
有
す
る
と
い
う
事
実
に
よ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
合
理
的
な
期
待
が
す
っ
か

り
消
え
失
せ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
現
代
社
会
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
が
そ
れ
を
提
供
し
た
目
的
に
制
限
さ
れ
、

守
ら
れ
る
こ
と
を
含
む
。」
と
判
示
し
て
お
り
、Jarvis

事
件
と
の
整
合
性
に
議
論
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
はAustin, supra note 57, 

の

論
文
に
詳
し
い
。

（
91
）  

し
か
し
、
判
決
の
実
際
の
事
実
認
定
に
つ
い
て
は
、
批
判
も
あ
る
。Sprysak, Chris, 

“LIFE AFTER JARV
IS

―JU
ST H

O
W

 M
U
CH

 
H
ELP M

U
ST YO

U
 

‘VO
LU

N
TARILY

’ GIV
E TH

E CAN
ADA REV

EN
U
E AG

EN
CY?

” 43 Alta. L. Rev. 731

（
92
）  

朝
山
・
前
掲
注
（
43
）
は
、 

脚
注
51
に
お
い
て
、
令
状
審
査
の
実
態
と
し
て
疎
明
資
料
の
み
に
よ
っ
て
令
状
審
査
を
行
わ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の

段
階
で
の
違
法
収
集
証
拠
に
あ
た
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
派
生
証
拠
は
、
第
一
次
証
拠
の
違
法
性
を
全
面
的
に
承
継
し

て
、
そ
の
証
拠
能
力
に
つ
い
て
は
、
公
判
段
階
で
の
審
査
に
委
ね
る
べ
き
と
の
考
え
方
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
93
）  

山
口
・
前
掲
注
（
２
）
三
五
一
頁
「
…
…
犯
則
調
査
に
移
行
す
る
に
当
っ
て
、
質
問
検
査
に
よ
っ
て
取
得
収
集
さ
れ
た
資
料
を
新
た
に
取
得
収

集
し
直
せ
ば
足
り
、
そ
れ
以
上
の
手
当
て
を
す
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
新
た
に
資
料
を
取
得
収
集
し
直
す
た
め
の
臨

検
・
捜
索
・
差
押
許
可
状
を
請
求
す
る
に
当
っ
て
、
臨
検
・
捜
索
・
差
押
の
必
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
疎
明
資
料
と
し
て
、
質
問
検
査
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
資
料
の
一
部
を
流
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
必
要
な
限
度
で
資
料
の

流
用
が
許
さ
れ
る
と
解
す
る
ほ
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
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（
94
）  

調
査
主
体
の
意
思
と
し
て
明
ら
か
に
犯
則
調
査
の
た
め
に
質
問
検
査
権
を
行
使
し
て
い
れ
ば
、
日
本
で
も
質
問
検
査
権
の
運
用
違
憲
の
問
題
と

し
て
証
拠
排
除
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
95
）  

行
政
上
の
報
告
義
務
と
自
己
負
罪
免
除
特
権
に
つ
い
て
は
、
笹
倉
・
前
掲
注
（
11
）
二
〇
九
一
頁
に
詳
述
。
商
業
帳
簿
の
備
付
義
務
等
は
刑
事

責
任
の
追
及
を
目
的
と
す
る
手
続
で
な
く
、
そ
の
合
理
性
も
肯
定
さ
れ
る
た
め
、
帳
簿
自
体
に
自
己
負
罪
免
除
特
権
の
保
障
は
及
び
に
く
い
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
行
政
上
の
報
告
義
務
自
体
に
憲
法
保
障
が
及
ば
な
い
こ
と
と
、
そ
こ
で
得
た
も
の
を
刑
事
手
続
に
転
用
で
き
る
か
は
別
問
題
で

あ
る
。
金
子
・
前
掲
注
（
１
）
一
九
九
五
年
で
は
、
米
国
で
は
「
義
務
的
文
書
の
法
理
は
租
税
文
書
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
判
示
さ
れ
て
い
る

と
紹
介
し
て
い
る
。

漆　

さ
き
（
う
る
し　

さ
き
）

　

所
属
・
現
職　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　

最
終
学
歴　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

　

専
攻
領
域　
　

租
税
法
、
国
際
租
税
法

　

主
要
著
作　
　
「
法
人
税
法
に
お
け
る
法
人
の
住
所
概
念

―
英
国
の
管
理
支
配
基
準
を
中
心 

に

―
」『
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
』第
五
〇
号（
二
〇
〇
九
年
）

　
　
　
　
　
　
　
「
英
国
租
税
条
約
上
の
法
人
の
住
所
概
念
に
つ
い
て
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
八
九

号
（
二
〇
一
一
年
）


